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第【3】学年【国語 】科学習指導計画

評価規準

主体的に学習に取 り組お態度

。進んで文章に表れているもの

の見方や考え方を提え,学習課

題 にそって考えを伝え合おう

としている。

。進んで物語の展開の仕方など

を捉え,学習課題にそって批評

しようとしている。

。進んで理解 したり表現 した

りするために捲要な語旬の量

を増 し,学習したことを生か

して課題ιこ取り組もうとして

いる。

・積極的に進行の仕方を工夫し

ながら,学習の見通しをもって

議論や討論をしようとしてい

る。

思考・判断・表現

②「読おこと」において,文章

を読んで考えを広げたり深

めたりして,人間,社会,自

然などについて,自 分の意見

をもっている。 (C工 )

0「読おこと」において,文章
を批判的に読みながら 文章

に表れているものの見方や

考え方について考えている。

(Cイ )

0『読むこと」において,文章

の種類をもS｀ まえて,物語の展

開の仕方などを捉えている。

(Cア )

0「読むこと」において,文章

の構成や表現の仕方につい

て評価 している。 (Cウ )

0「話すこと・関くこと」にお

いて,話の展開を予測 しなが

ら聞き,聞 き取つた内容や表

現の仕方を評価 して,自 分の

考えを広げた り深めた りし

ている。 (A工 )

②「話すこと。関くこと」にお
いて,進行の仕方を工夫した

知識・技能

・具体 と抽象など情報 と情報 と

の関係について理解を深めて

いる。 ((2)ア )

・理解 したり表現 したりするた

めに発要な語句の量を増 し,

語感を磨 き語彙を豊かに して

いる。 ((1)イ )

。理解 したり表現 したりするた

めに発妥な語句の量を増 し,

語感を磨 き語彙を豊かにして

いる。 ((1)イ )

・具体 と抽象など情報 と情報 と

の関係について理解を深めて

いる。 ((2)ア )

主な学習活動

I描かれた情景を想像 しながら読

み,内容を理解する。

2詩にこめられた作者の思いを捉

え,自分の意見をもつ。

I 小説の構成や場面の展開を捉え

る。

2登場人物の しぐさに着日して,

ミ情を捉える。

3過去を回想する語 り手の思いを

提え,自分の考えをもつ。

4小説の構成や場面の展開の効果

を評価する。

I辞書の器釈について理解する。

2『確かめよう」の課題に取 り組

む。

I 話し合いを計画的に進行するた

めの方法を理解する。

2話 し合いを計画的に進行するた

めの方法を,グループディス

カッションで活用する。

3話の展開を予測しながら聞き,

自分の考えをまとめる。

教材名 【領域】

0学習日標

岩が 【読む (詩)】

●描かれた情景を想像 しなが ら読

み,内容を理解する。 (Cイ )

0詩 にこめられた作者の思いを捉

え,自分の意見をもつ。 (C工 )

握手 【読む (小説)】

0小説の構成や場面の展開を捉え,

その効果を評価する。 (Cウ )

0過去を回想する語り手の思いを捉

え,それに基づいて自分の考えを

もつ。 (Cア )

言葉発見①辞書の語釈

0辞書の語釈について理解 し,語彙

を豊かにする。 (知・技 (1)イ )

グル■プデイスカッション

合意形成に向けて話し合いを計
画的に進める【話す。闘く】
0話 し合いを計画的に進行するため

の方法を理解 し,活用する。 (A
工 )
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。進んで文章の構成や表現の

仕方について評価 し,学習課

題にそって考えをまとめよう

としている。

・粘 り強く文章全体を整え,学
習の見通 しをもって自分の考

えを書 こうとしている。

・進んで四字熟語について理

解を深め,学習したことを生

かして課題ιこ取 り組もうとし

ている。

り互いの発言を生か した り

しながら話 し合い,合意形成

に向けて考えを広げた り深

めたりしている。 (Aオ )

0『読おこと」において,文章

の構成や表現の仕方につい

て評価 している。 (Cウ )

②「読むこと」において,文章

を読んで考えを広げたり深

めたりして,人間,社会,自

然などについて,自 分の意見

をもっている。 (C工 )

0「書くこと」|こ おいて,表現

の仕方を考えたり資料を通

切に引用したりするなど,自

分の考えがわかりやす (伝

わる文章になるように工夫

している。 (Bウ )

②「書くこと」において,目 的

や意図に応 じた表現になっ

ているかなどを確かめて 文

章全体を整えている。(B工 )

・具体 と抽象など情報 と情報 と

の関係について理解を深めて

いる。 ((2)ア )

。具体 と抽象など情報 と情報 と

の関係について理解を深めて

いる。 ((2)ア )

0第 2学年までに学習した常用

漢字に加え,その他の常用漢

字の大体を読んでいる。 ((1)

ア)

②理解 したり表現したりする

ために終要な語匂の量 を増

し,慣用句や四字熱語などに

ついて理解を深め,話や文章

の中で使 うことをとお して,

語感を磨き語彙を豊かにして

いる。 ((1)イ )

I批判的に読む方法について理解

し,文章の構成や表現の仕方に

ついて評価する。

2文章の構成や論理の展開の仕方

を提える。

3文章の構成や論理の展開の仕方

を提える。

4文章の構成や論理の展開の仕方

を捉える。

I 課題について,自分の考えをま

とめる。

2自分の考えが伝わるように工夫

して,課題作文を書 く。

3交流をとおして,推敲する箇所

を見つける。

4交流を生かして推敲する。

I 四字熟語について理解 を深め

る。

2四字熟語の組み立て方の種類に

ついて理解する。

●話の展開を予測 しながら聞き,自
分の考 えを広げた り深めた りす

る。 (Aオ )

『批判的に読む」とは 【読む】
●批判的に読む方法について理解す

る。 (Cウ )

間の文化 【読む (評論)】

0文章の構成や論理の展開の仕方を

提え,評価する。 (Cウ )

0「問」や『和Jを観点にして,日

本文化についての自分の考えを深め

る。 (C工 )

課題作文

条件に応 じて

説得力のある文章を書く【書く】
●条件に応 じて表現を考えたり,資

料を通切に引用したりして,自 分

の考えが伝わるように二夫する。

(Bウ )

0文章全体を読み直し,目 的や意図

に庵 じた表現になっているかを確

かめて推敲する。 (B工 )

四字熱謡

0四字熟語について理解を深める。

(知・技 (1)イ )
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202314
。進んで文章の構成や表現の仕

方について評価 し,学習課題に

そって批評 しようとしている。

・粘 り強く自分の文章のよい点

や改善点を見いだし,学習の見

通 しをもって批評 しようとし

ている。

・進んで和語,漢語,外来語

などを使い分け,学習したこ

とを生かして課題に取 り組も

うとしている。

・進んで考えを広げたり深めた

りし,学習課題にそって討論 し

ようとしている。

・進んで人間,社会,自然など

について自分の意見をもち,学

習 したことを生か して実生活

への生かし方を考えている。

O『読むことJにおいて,文章
の構成や表現の仕方につい

て評価 している。 (Cウ )

②『読むこと」において,文章

を読んで考えを広げた り深

めたりして,人間,社会,自

然などについて,自 分の意見

をもっている。 (C工 )

0『書くことJに おいて,文章

の種類を選択し,多様な読み

手を説得できるように論理

の展開などを考えて,文章の

構成を工夫している。(Bイ )

②『書くこと」において,論理

の展開な どについて 読み手

からの助言などをもS、 まえ,自

分の文章のよい点や改善点

を見いだしている。 (Bオ )

0「読むこと」において,文章

を批判的に読みながら,文章

に表れているものの見方や

考え方について考えている。

(Cイ )

②「読むこと」|こ おいて 文章

を読んで考えを広げた り深

めたりして,人間,社会,自

然などについて,自 分の意見

をもっている。 (C工 )

。「読おこと」において,文章

を読んで考えを広げた り深

めたりして,人間,社会,自

然などについて,自 分の意見

をもっている。 (C工 )

・具体 と抽象など情報 と情報 と

の関係について理解を深めて

いる。 ((2)ア )

・具体 と抽象など情報 と情報 と

の関係について理解を深めて

いる。 ((2)ア )

・理解 したり表現 したりするた

めに殆要な語旬の量を増 し,

和語.漢語,外来語などを使い

分けることをとおして,語感

を磨 き語彙 を豊かに してい

る。 ((1)イ )

・具体 と抽象など情報 と情報 と

の関係について理解を深めて

いる。 ((2)ア )

・ 自分の生き方や社会との関わ

り方を支える読書の意義と効

用について理解 してい る。

((3)オ )

I〕 1旬のきまりや表現の特徴をも

とに,俳旬についての理解を深

める。

2語旬に注意 して情景やミ情を捉

え,aF匂 を読み味わう。 _
3表現の工夫や効果をしS、 まえて,|

匂の魅力を伝え合う。

I社会生活の中から批評の対象を

決める。

2対象となる物事を観察・分析す

る。

3読み手を説得できるように構成

を二夫して批評文を書 く。

4論理の展開や表現の仕方につい

て意見を交流する。

I和語・漢語 。外来語の定義,混種

語について理解する。

2語種の違いによる印象の違いに

ついて理解する。

3「確かめようJの課題に取 り組

( む。

I 学者の見方に着 目して読み取

り,筆者の思いを捉える。

2人間が生きるうえでの『希望」の

意味を提え,自分の考えをもつ。

I教材文を読み,感想を交流する。

2本を選んで読み,自分の考えを

広げたり深めたりする。

俳旬の世界/俳旬十旬【読む(解

説/俳旬)】

●俳旬のきまりや表現の特徴をもと

に,俳旬についての理解を深める。

(Cウ )

0語句に注意 して情景を豊かに想像

し,JI匂 を読み味わう。 (C工 )

拙評文 親察・分析をとおして

評価する 【書く】
●読み手を説得できるような論理の

展開を考え,構成を二夫して書 く。

(Bイ )

0論理の展開や表現の仕方・工夫な

どについて意見を交流 し,自 分の

文章のよい点や改善点を見いだ

す。 (Bオ )

営業発見②和語・ 漢語 e外来器

0和語 。漢語 。外来語について理解

を深める。 (知・技 (1)イ )

希望 【読 む (随想)】

0話題 とそれに対する筆者の見方に

着 日して内容を具体的に読み取

り,筆者の思いを捉える。 (Cイ )

0人間が生きるうえでの「希望」の

意味を提え,自分の考えをもつ。

(C工 )

谷間の君へ 【読む】
0自 分の生き方や社会との関わり方

を支える読書の意義と効用につい

て理解 し,読書をとおして考えを
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2023.4

・進んで文章を批判的に読み,

学習課題 にそって考えをまと

めている。

。進んで慣用句などについて

理解を深め,学習したことを

生かして課題に取 り組もうと

している。

・積極的に場の状況に應 じて表

現 を工夫 し,学習の見通 しを

もって話そうとしている。

0「読むこと」において,文章

を批判的に読みながら 文章

に表れているものの見方や

考え方について考えている。

(Cイ )

②『読むこと」において,文章

を読んで考えを広げたり深

めたりして,人間,社会,自

然などについて,自 分の意見

をもっている。 (C工 )

0「話すこと。聞くこと」にお

いて,目的や場面にAじ て,

社会生活の中か ら話題 を決

め,多 様な考えを想定 しなが

ら材料を整理 し,伝え合う内

容を検討 している。 (Aア )

② r話すこと。関くことJに お

いて,自 分の立場や考えを明

確にし,相手を説得できるよ

うに論理の展開などを考え

て,話の構成を二夫 してい

る。 (Aイ )

0『話すこと。関くことJに お

いて,場の状況に応 じて言葉

・具体 と抽象など情報 と情報 と

の関係について理解を深めて

いる。 ((2)ア )

・理解 したり表現 したりするた

めに発要な語旬の量を増 し

慣用句や四字熟語などについ

て理解を深め 話や文章の中

で使 うことをとお して,語感

を磨 き語彙 を豊かに してい

る。 ((1)イ )

・具体 と抽象など情報 と情報 と

の関係について理解を深めて

いる。 ((2)ア )

I 文章に表れているものの見方や

考え方を捉える。

2異なる立場の説明を読み比べ
,

筆者のものの見方や考え方を捉

える。

3文章を批判的に読む。

4社会 と科学の関係について自分

の考えを広げる。

I慣用旬の意味 と用法 を理解す

る。

2 ことわざ・故事成語について意

味や由来を理解する。

3こ とわざ 。故事成器の表現効果

を理解 し,語感を磨 く。

4「確かめよう」の課題に取 り組

む。

5 日本語 と英語の慣用表現の違い

について理解を深める。

I社会生活の中から題材を探 し,

論理の展開などを考えて,話の

構成を二夫する。

2 自分の考えが伝わるように,状
況に応 じて表現を工夫する。

広げたり深めたりする。 (知

(3)オ ,C工 )

技

フロン規制の物語―― く杞憂〉
とく転ばぬ先の杖)のはざまで【読
む (論説)】

0文章に表れているものの見方や考

え方を提える。 (Cイ )

0文章を批判的に読み,科学と社会

との関係について自分の考えを広

げる。 (C工 )

言葉発見③慣用旬 。ことわざ 。

故事成語

0慣用旬 。ことわざ・故事成語につ

いて理解を深める。 (知・技 (1)

イ)

パブリックスピーキング

状況にAじ て話す力を終う 【話

す。聞く】   .
●社会生活の中から題材を探 し,相

手を説得できるように論理の展開

などを考えて,話の構成を工夫す

る。 (Aイ )

0自分の考えがわかりやすく伝わる

ように,状況にAじ て表現を工夫

する。 (Aウ )
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2023.4

。進んで表現の仕方について評

価し,学習課題にそって考えを

伝え合おうとしている。

・進んでものの見方や考え方に

ついて考え,学習課題にそって

考えたことを伝え合おうとし

ている。

を選ぶなど,自 分の考えがわ

か りやす く伝わるように表

現を工夫している。 (Aウ )

0「読むこと」において,文章

を批判的に読みながら,文章

に表れているものの見方や

考え方について考えている。

(Cイ )

②『読おこと」において,文章

の構成や表現の仕方につい

て評価 している。 (Cウ )

O『読おこと』において,文章

の種類をしS、 まえて,物語の展

開の仕方などを提えている。

(Cア )

②「読むこと」において,文章
を批判的に読みながら,文章

に表れているものの見方や

考え方について考えている。

(Cイ )

0「読むこと」において,文章

を読んで考えを広げたり深

めたりして,人間,社会,自

然などについて,自 分の意見

をもっている。 (C工 )

・歴史的背景などに注意 して古

典を読むことをとお して,そ
の世界に親 しんでいる。 ((3)

ア)

・歴史的背景などに注意 して古

典を読おことをとお して,そ
の世界に親 しんでいる。 ((3)

ア)

I和歌が詠まれた背景を想像 しな

がら,情景やミ情を読み取る。

2和歌の形式や表現の特徴を提え

る。

3和歌の表現の効果について理解

し,鑑賞文にまとめる。

I 表現や リズムを意識 して,吉文

を昔読する。

2歴史的背景などに注意 して,作
者のものの見方や考え方を提え

る。

3優れた表現や文体の特徴に着日

しながら,作品を読み深める。

●和歌が詠まれた背景を想像 しなが

ら,情景やミ情を読み取る。 (C
イ)

0和歌の形式や表現の特徴を捉え,

その効果について理解する。 (C
ウ)

0歴史的背景などに注意して古文を

読み,作者のものの見方や考え方

を提える。 (知 。技 (3)7,Cイ )

0優れた表現や文体の特徴に着日し

なが ら,作品を読み深める。 (C
工 )
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2023.4
。進んで時間の経過による言

葉の変化や世代による言葉の

違いについて理解 し,学習じ

たことを生かして課題に取り

組もうとしてとヽる。

・進んで人間や社会などについ

て自分の意見をもち,学習課題

にそって文章にまとめようと

している。

・粘 り強く集めた材料の客観性

や信頼性を確認 し,学習の見通

しをもって自分の考えを書 こ

うとしている。

・積極的に情報 と情報 との関係

に注意 して内容を解釈 し,学習

の見通 しをもって話 し合い,考

えをまとめようとしている。

Or読むこと」において,文章

を批判的に読みながら,文章

に表れているものの見方や

考え方について考えている。

(Cイ )

②「読むこと」において,文章

を読んで考えを広げた り深

めたりして 人間 社会 自

然などについて,自 分の意見

をもっている。 (C工 )

Or書 くこと」において 目的

や意図に応 じて,社会生活の

中か ら題材 を決めている。

(Bア )

②「書くこと」において,論理

の展開などについて,読み手

からの助言などをしS、 まえ,自

分の文章のよい点や改善点

を見いだしている。 (Bオ )

0「話すこと・聞くこと」にお
い て 進行の仕方を工夫した

り互いの発言を生か した り

しながら話 し合い 合意形成

に向けて考えを広げた り深

めたりしている。 (Aオ )

②『読むこと」において,文章

の種類をしS、 まえて,論理の展

開の仕方などを提えている。

(Cア )

0「読おこと」において,文章

を批判的に読みながら,文章

に表れているものの見方や

考え方について考えている。

(Cイ )

・時間の経過による言葉の変化

や世代による言葉の違いにつ

いて理解 している ((3)ウ )

0歴史的背景な どに注意 して

古典を読むことをとお して ,

その世界 に親 しんでいる。

((3)ア )

②長 く親 しまれている言葉や

古典の一節を引用するなどし

て使っている。 ((3)イ )

・理解 したり表現 したりするた

めに養要な語旬の量を増 し,

慣用匂や四字熟語などについ

て理解を深め,話や文章の中

で使 うとともに,和語,漢語 ,

外来語などを使い分けること

をとお して,語感を磨 き語彙

を豊かにしている。 ((I)イ )

・具体と抽象など情報 と情報 と

の関係について理解を深めて

いる。 ((2)ア )

・情報の信頼性の確かめ方を理

解 し使う。 ((2)イ )

・判・

!言葉は変化すること,言葉の変

化にはパターンがあることを理

解する。

I漢文の響きやリズムに注意 しな

が ら読み,孔子のものの見方や

考え方を提える。

2『論語Jの言葉をきっかけにし

て,生き方や学び方について自

分の考えをもつ。

I 日常生活や社会生活の中から題

材を決めて,自 分の考えを文章

にまとめる。

2文章を読み合って,お互いの表

現のよい点を見つける。

I資料A『情報社会を生きるJを読

む。
。本文を通読 し,内容を捉える。

・筆者の考えを捉える。

2文章から読み取つたことをもと

に,課題について話 し合う。

・ メディア との関わ り方につい

て,文章を読んで考えたことを

もとに話 し合う。

言葉発見④

営業の現在・過去・未来

0時間の経過による言葉の変化や世

代による言葉の違いについて理解

する。 (知 。技 (3)ウ )

論語 【読む (漢文)】

0漢文の響きや リズムに注意 しなが

ら読み,孔子のものの見方や考え

方を捉える。 (Cイ )

0「論語」の言葉をきっかけにして,

生き方や学び方について自分の考

えをもつ。 (C工 )

表現プラザ漢字―字で表現する
と 【書く】
0日 常生活や社会生活の中から題材

を決めて,自分の考えを文章にま

とめる。 (Bア )

0文章を読み合って,お互いの表現

のよい点を見つける。 (Bオ )

複数の情報を関連づけて

考えをまとめる 【情報】

情報社会を生きる一―メディ

ア・ リテラシー 【読|む (論説)】

広告の読み比べ【読む(実用文)】

●具体 と抽象など情報 と情報 との関

係に注意 しながら,互いの発言を

生かして話 し合う。 (知・技 (2)

ア,Aオ )

0情報の信頼性の確かめ方を理解 し

て情報を活用し,自 分の考えを広

げたり深めたりする。 (知 。技 (2)

イ,C工 )

6
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④『読むこと』において,文章

の構成や表現の仕方につい

て評価している。 (Cウ )

Or読むこと」において,文章

を読んで考えを広げた り深

めたりして9人間,社会,自

然などについて 自分の意見

をもっている。 (C工 )

I資料 B「広告の読み比べJここある

二つの広告を読み取る。
。それぞれの広告についてぅ一つ

一つの観点からわかることを見

つける。

2二つの広告を読み比べて,作 り

手の意図を読み取る。
。それぞれの広告からわかったこ

とを比較 し,どのような意図で

作 られた広告かを考える。

・読み取つたことを実生活でどの

ように生かすか考える。

i資料Aと資料 Bを 関連づける。

・文章から読み取つたことと広告

から読み取ったことに共通する

項目,関連する項目を見つける。

・養要に応じて,学校図書館やイ

ンタ…ネットを活用し,関連す

る多様な情報を収集する。

2課題について,自分の考えをま

とめる。

・読み取つたことや調べたことを

もとに,根拠となるデータや文

章の一部を引用して,自 分の考

えをまとめる。

7



2023.4

・粘 り強く集めた材料の客観性

や信頼性を確認 し,学習の見通

しをもってポスターを書 こう

としている。

。進んで話や文章の種類とそ

の特徴について理解を深め,

学習 したことを生かして課題

ιこ取 り組もうとしている。

。進んで表現の仕方について評

価 し,学習課題にそって考えを

伝え合おうとしていると

0「書くこと」において,集め

た材料の客観性や信頼性 を

確認 し 伝えたいことを明確

ιこしている。 (Bア )

0「書 くことJに おいて,文章

の種類を選択 し,多様な読み

手を説得できるように論理

の展開などを考えて,文章の

構成を工夫している。(Bイ )

0「書 くこと」において,表現

の仕方を考えたり資料 を通

切に引用したりするなど,自

分の考えがわか りやす く伝

わる文章になるように工夫

している。 (Bウ )

0「読むこと」において,文章

の種類をしS、 まえて,物語の展

開の仕方などを捉えている。

(Cア )

②『読むことJにおいて,文章
の構成や表現の仕方につい

て評価 している。 (Cウ )

・情報の信頼性の確かめ方を理

解 し使う。 ((2)イ )

。話や文章の種類とその特徴に

ついて理解 を深 めてい る。

((1)ウ )

・時間の経過による言葉の変化

や世代による言葉の違いにつ

いて理解 している。 ((3)ウ )

I グループで話し合って,考えを

深める。

・それぞれの考えを交流する。

・互いの考えの共通点や相逹点に

着目しながら話 し合い,課題に

ついての考えを深める。

I ボスターで取り上げる題材を決

める。

2構成を考えて下書きする。

3推敲してポスターを書く。

4交流する。

I「文法の窓Jで器句の選択による

表現の違いについて考える。

2「文法のまとめ」「表現につなが

る文法」について理解を深める。

I 詩の形式をしS、 まえて昔読 し,描
かれている思いを捉える。

2表現の特徴 とその効果を提え,

作品を味わう。

ポスター

惜線め信頼性を確かめて考えを

発信する 【書く】
●書 く目的や意図にAじ て文章の種

類を選択 し,読み手を説得できる

ように構成を工夫する。 (Bイ )

0信頼性の高い資料を通切に引用 し

て,自 分の考えがわかりやすく伝

わる文章を書 く。 (知・技 (2)イ ,

Bア,Bウ )

支法のまとめ 表現につながる

文法

0言葉の選び方による伝わり方や与

える印象などの違いについて理解

を深める。 (知・技 (1)ウ )

初恋

【読む (詩)】

●詩の形式を.S、 まえて音読 し,描か

れている思いを捉える。 (Cア )

0表現の特徴 とその効果を捉え,作
品を味わう。 (Cウ )

7

読
み
を
深
め
合

12

8



2023.4
。進んで単語の類別について

理解を深め,学習したことを

生かして課題に取り組もうと

している。

・進んで考えを広げたり深めた

りし,学習課題にそって批評 し

ようとしている。

・積極的に話の構成を工夫し,

学習の見通 しをもって提案 し

ようとしている。

・進んで考えを広げたり深めた

りし,学習課題にそって考えた

ことを文章にまとめようとし

ている。

0『読おことJに おいて,文章

を批判的に読みながら,文章

に表れているものの見方や

考え方について考えている。

(Cイ )

②「読むこと」において,文章

の構成や表現の仕方につい

て評価 している。 (Cウ )

Or読むことJにおいて 文章

を読んで考えを広げた り深

めたりして,人間,社会,自

然などについて,自 分の意見

をもっている。 (C工 )

0「話すこと。関くことJに お

いて,自 分の立場や考えを明

確にし9相手を説得できるよ

うに論理の展開などを考え

て,話の構成を工夫 してい

る。 (Aイ )

②「話すこと。関くこと」にお

いて,場の状況に応 じて言葉

を選ぶなど,自 分の考えがわ

か りやす (伝わるように表

現を工夫している。 (Aウ )

。「読むこと」において,文章

を読んで考えを広げたり深

めたりして,人間,社会,自

などについて 自分の意見

をもっている。 (C工 )

・敬語などの相手や場にAじ た

言葉追いを理解 し,適切に

使っている。 ((1)工 )

・具体 と抽象など情報 と情報 と

の関係について理解を深めて

いる。 ((2)ア )

。自分の生き方や社会との関わ

り方を支える読書の意義 と効

用について理解 してい る。

((3)オ )

・理解 したり表現 したりするた

めに発要な語旬の量を増 し,

慣用句や四字熟語などについ

て理解を深め,語感を磨 き語

彙を豊かにしている。 ((1)

イ)

I状況に合わせて言葉や表現を使

い分けていることを理解する。

2敬語のさまざまなはたらきにつ

いて理解する。

3敬語を使わずに気配 りを表す方

法について理解する。

4『確かめよう」の課題に取 り組

む。

I 人物のだ情 と描写との関連や人

物設定を提える。

2登 場人物の言動や関係 を捉え

る。

3表現の特徴や工夫を提え,評価

する。

4作品に表れているものの見方や

考え方について,自 分の考えを

つくる。

I話の構成を工夫してシナリオを

考える。

2ブックトィクをする。

I筆者の主張を捉え,自分の知識

や経験などと照 らし合わせなが

ら内容を理解する。

2文章を読んで,こ れからの社会

について考え,自 分の意見をも

つ 。

言葉発見C旧手や場に配慮した

言葉理い
0敬語のさまざまなはた らきを知

り,相手や場に庵 じた使い分けに

ついて理解を深める。 (知・技 (1)

工 )

故郷I読10(′JI謝)】

●登場人物の言動や関係を捉え,作
品に表れているものの見方や考え

方について,自 分の考えをつくる。

(Cイ ,C工 )

0人物のだ情 と描写との関連や人物

設定など,表現の特徴や二夫を提

え,評価する。 (Cウ )

ブックトーク 【話す。関く】
0自分の生き方や社会 との関わ り方

を支える読書の意義と効用につい

て理解する。 (知・技 (3)オ )

0自分の考えを明確にし,論理の展

開などを考えて,話の構成を二夫

する。 (Aイ )

r文殊の知患Jの時代【読む(論

説)】

0筆者の主張を捉え,自分の知識や

経験などと照らし合わせながら内

容を理解する。 (C工 )

8
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・進んで人間や社会などについ

て考え,学習課題にそって批評

しようとしている。

・積極的に伝え合う内容を検討

し,粘 り強 く表現の仕方を考

え,学習の見通 しをもって名言

集を作ろうとしている。

0『読むことJに おいて,文章

の構成や表現の仕方につい

て評価している。 (Cウ )

②「読むこと」において,文章

を読んで考えを広げた り深

めたりして,人間,社会,自

然などについて 自分の意見

をもっている。 (C工 )

0『話すこと。聞くこと」にお

いて,多様な考えを想定 しな

がら材料を整理 し,伝え合う

内容を検討 している。(Aア )

②『話すこと。聞くことJに お

いて,進行の仕方を工夫した

り互いの発言を生か したり

しながら話し合い,合意形成

に向けて考えを広げたり深

めたりしている。 (Aオ )

0『書くこと」において,表現

の仕方を考えたり資料を通

切に引用したりするなど,自

分の考えがわか りやす く伝

わる文章になるように工夫

している。 (Bウ )

0『書くことJに おいて,目 的

や意図に応 じた表現になっ

ているかなどを確かめて,文

章全体を整えている。(B工 )

。理解 したり表現したりするた

めに発妻な語旬の量を増 し,

語感を磨き語彙を豊かにして

いる。 ((1)イ )

。具体 と抽象など情報 と情報 と

の関係について理解を深めて

いる。 ((2))

I 言葉の使われ方や人物の描かれ

方に注意 して読む。

2身近な人との関わり方について

考えを深める。

3作品の特徴を評価する。

I編集方針を立てる。

2言葉を集める。

3言葉を選び,構成を決める。

4推敲 し,清書する。

5交流する。

0文章を読んで,こ れからの社会に

ついて考え,自分の意見をもつ。

(C工 )

坊,与ゃん 【議0(小講)】

●言葉の使われ方や人物の描かれ方

に注意 して読み,作品の特徴を評

価する。 (Cウ )

0身近な人 との関わり方について考

えを深める。 (C工 )

名言集中学校生活を振り返つて

【話す 。闘く】 【書く】
0話 し合いの仕方を工夫して集めた

材料を整理 し,考 えを広げたり深

めたりする。 (Aア ,Aオ )

0表現の仕方を考え,自 分の考えが

わかりやすく伝わるように,文章

全体を整える。 (Bウ ,B工 )

歌の言葉 さくら (4唱 )

2
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第【3】学年 【 ネ土
=蚤
 】科学習指導計画

評 価 規 準

主体的に学習に取 り組む態度

・欧米諸国の近代革命や産業革命に関遣を

持ち、近代国家の成立やアジア諾回への影

響について意欲的に追及している。

・明治維新の経峰岸や改革の内容、人々の生活
の変化に関ミを持ち、意欲的に追及してい

る。

。19世紀後半の国際関係に興味を持ち、日

清・日露戦争が起こった理由を意欲的に追

及している。

・第一次世界大戦前後の出来事について、第

一次世界大戦を中ミにまとめている。

世界恐慌が世界各国、日本に与えた影響と

中国との戦争に至った理由を意欲的に追及

している。

。第二次世界大戦中の世界の動きを追求して

いる。

。日本の民主化と国際社会への復帰につい

て調べている。

思考・判断・表現

・ヨーロッパのアジア侵略の背景や理由を多

面的

多角的に考察し、適切に表現している。
・開回の影響と幕府政治の推移について考

察し、判断している。

。新政府の諸改革の特色を多面的多角的に

考察している。
・自由民権運動から憲法制定までの内容に

ついて考察している。

日清・口露戦争における欧米諸国の利害関

係や国内の様子、戦争の影響について考察
している。

・第一次世界大戦が日本に与えた影響につ

いて考察していると
。第一次世界大戦が日本に与えた影響をまと

めている。

。世界恐慌が各国に与えた影響と、その後の

政策について考察している。

・軍部合頭の理由について考察している。

・世界恐慌から第二次世界大戦終結の様子

を因果関係を考えてまとめている。・資料をも

とに、第二次世界大戦

の様子を図で表している。

。新しい国家のしくみがどのように民主的、平

和的であるかについて考察している。

知識・技能

・欧米諸国が近代社会を成立させ、アジアヘ

進出した経索串と開日から江戸幕府減亡まで
の経緯を理解している。
・欧米諸国とアジア諸国の動きについて資料

を収集し、考察している。
・開日の影響と幕府政治の雄移を追及してい

る。
。明治維新によって近代国家の基礎が整えら

れ、人々の生活が大きく変化したことを理解

する。
・日本の議会政治の始まりと国際社会の地

位向上を理解し、知識を身につけている。
・富回強兵、殖産興業、文明開化を通して、人
々の生活が大きく変化しことをまとめている。
。自由民権運動、憲法制定について資料から

読み取つている。
。日清。日露戦争、条約改正を理解し、その知

識を身につけている。   
フ

・近代文の形成を理解し、その知識を身につ

けてtヽ る。
・日清戦争から韓回の植民地化までの日本
の動きをまとめている。
・国民生活の変化や学問、教育、芸術に関し

て資料から調べ、読み取つている。

。第一次世界大戦前後の日本の政治の動き

を理解している。

・中国や朝鮮での反日運動の高まりの理由

を理解している。

。世界総慌後の各国の政策について理解し

ている。

。日本の泰戦にいたる経緯と第二次世界大

戦の内容を理解している。

・日本国憲法と大日本国帝回憲法をしヒ較し

ている。

・戦後の日本の民主化政策や憲法の制定、

国際復帰の動きについて理解している。
。東西対立など世界の動きの中に日本を位

主 な 学 習 活 動 ・ 内 容

・欧米諸国のアジア進出を近代革命、アジ

ア諸国の動きを通して理解する。
・開回から江戸幕府減亡までの過程を欧米

諸国の動きと関連付けて理解する。

。明治維新の諸政策の特色を考える。
・明治維新によって、近代国家の基礎が整

えられ、人々の生活が大きく変化したことを

理解する。
・立憲制国家が成立し日本の国際的地位
が向上したことを理解する。

。日本の近代産業の発展を大陸との関係や

韓国の植民地化から理解する。
・近代文化の形成を学問や化学の分野で
の回際的な業績から生まれたこと理解す
る。

。世界恐慌がおこった過程について整理し、

ファシズムの台頭との関わりを考える。

。日本の満州支配の強化と中国への全面

侵略と戦時体制の様子をまとめる。

・第2次世界大戦の原因と経過について調

べ、理解する。

・日本回憲法と戦後の日本の民主化につ

いて調べ、意義を知る。

・米ツの対立から世界が多極化していく経

縛を調べ、理解する。

小単元・目標

1.欧米の進出と日本の開

回

2.明治維新

3.日清。日露戦争と近代産

業

I.第一次世界大戦と日本

2.世界恐慌と日本の中国

侵略

3.第二次世界大戦と日本

l.戦後日本の発展と国際

社会

単元名

【歴史】
5。 開日と

近代日本
の歩み

6.二度の

世界大戦
と日本

月

4

5

6
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・高度経済成長に伴う国民生活の変化に関

,せ を持っている。

・戦後の日本の歩みについて諸外国との関

わりから比較している。

・私たちが生きる現代社会について,現代社

会に見られる課題の解決に向けて自らの学

習を振り返りながら粘り強く取り組み,主体

的に社会に関わろうとしている。

・文化の特色について,現代社会に見られる

課題の解決に向けて自らの学習を振り返りな

がら粘り強く取り組み,主体的に社会に関わ

ろうとしても`る。

。現代社会を提える枠組みについて,現代社

会に見られる課題の解決に向けて自らの学

習を振り返りながら粘り強く取り組み,主体

的に社会に関わろうとしている。

。日本回憲法が大切にされてきた理由につい

て,現代社会に見られる課題の解決に向けて

自らの学習を振り返りながら粘り強く取り組

み,主体的に社会に関わろうとしている。

。人権保障が大切にされている理由につい

て,現代社会に見られる課題の解決に向けて

自らの学習を振り返りながら粘り強く取り組

み,主体的に社会に関わろうとしている。

。社会の変化に伴って新しい人権が認められ

てきた理由について,現代社会に見られる課

題の解決に向けて自らの学習を振り返りなが

ら粘り強く取り組み,主体的に社会に関わろ

・産業、経済、科学技術の発達とそれに伴う

国民生活の変化を世界の動きと関連づけて

考察している。

位置や空間的な広がり,推移や変化などに

着目して,少子高船化,情報化,グローバ

ル化などが現在と将来の政治,経済,国際

関係に与える影響について多両的・多角

的に考察し,表現している。

・位置や空間的な広がり,推移や変化などに

若日して,文化の継承と創造の意義につい

て多面的・多角的に考察し,表現している。

。対立と合意,効率と公正などに若日して,社

会生活における物事の決定の仕方,契約

を通した個人と社会との関係,決まりの役

割について多面的・多角的に考察し,表現

している。

。対立と合意,効率と公正,個人の尊重と法

の支配などに着日して,対話的な活動を通

じ日本国憲法が大切にされてきた理由に

ついて,多 面的・多角的に考察,表現して

も`る。

・対立と合意,効率と公正,個 人の尊重と法

の支配などに着日して,日 本回憲法におい

て,人権保障が大切にされている理由につ

いて,対話的な活動を通じ,多 面的。多角

的に考察,表現している。

・対立と合意,効率と公正,個人の尊重と法

の支配などに着目して,社会の変化に伴っ

て新しい人権が認められてきた理由につい

て,対話的な活動を通じ,多 面的。多角的

置づけて理解している。

・国際社会における日本の役割を理解してい

る。

・ ,960年代以降の日本の大きな変化を資

料を活用してとらえている。

。現代日本の特色として少子高齢化,情報

化,グローバル化などが見られることにつ

いて理解している。

。現代社会における文化の意義や影響につ

いて理解している。

・現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組

みとして,対立と合意,効率と公正などに

ついて理解している。
。人間は本来社会的存在であることを基に,

個人の尊厳と両性の本質的平等,契約の

重要性やそれを守ることの意義及び個人

の責任について理解している。

。人権思想の歴史など歴史的分野の学習内

容を踏まえて,日本回憲法が基本的人権

の尊重,国民主権及び平和主義を基本的

原則としていることについて理解している。

・日本回及び日本国民統合の象徴としての

天皇の地位と天皇の回事に関する行為につ

いて理解している

。人間の尊重についての考え方を,基本的人

権を中遣に深め,法の意義を理解してい

る。

。社会の変化に伴って人権の考え方が変化し

ていく中でも,民主的な社会生活を営むた

めには,法に基づく政治が大切であること

を理解している。

。経済成長と国民生活の変化や環境問題

など、現在の課題について考える。

・ 現代日本の特色を理解し、位置や空間

的な広がり,推移や変化などに着目し

て,少子高歯0化 ,情報化,ダローパル化

などが現在と将来の政治,経済,国際関

係に与える影響について多面的。多角的

に考察し,表現する。

現代社会における文化の意義や影響につ

いて理解し,文化の継承と創造の意義に

ついて多面的・多角的に考察し,表現す

る。

・対立と合意,効率と公工などについて理

解し,個人の尊厳と両性の本質的平等,

契約の重要性やそれを守ることの意義

及び個人の責任について理解する。

・ 人権思想の歴史など歴史的分野の学習

内容を踏まえて,日本国憲法が基本的人

権の尊重,回 民主権及び平和主義を基

本的原則としていることについて理解す

る。日本国及び日本国民統合の象徴とし

ての天皇の地位と天皇の回事に関する

行為について理解するc

・ 人間の尊重についての考え方を,基本的

人権を中ミに深め,法の意義を理解し,

対立と合意,効率と公正,個人の尊重と

法の支配などに着日して,日 本国憲法に

おいて,人権保障が大切にされている理

由について,対話的な活動を通じ,多 面

的。多角的に考察,表現する。

社会の変化に伴って人権の考え方が変

化していく中でも,民主的な社会生活を

営むためには,法に基づく政治が大切で

あることを理解し,社会の変化に伴って

2.新たな時代の日本と世

界

1.現代社会の特色と私た

ち

2.私たちの生活と文化

3.現代社会の見方や考え

方

1.人権と日本国憲法

2.人権と共生社会

3.これからの人権保障

7.現代の

日本と世

界

【公民】
1.現代社
会と私たち

2.個人の

尊重と口

本国憲法

9
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新しい人権うミ諷められてきた理由につい

て,対話的な活動を通じ,多 面的・多角

的に考察,表現する。

に考察,表現している。 うとしている。

・民主政治と政治参加について,現代社会に

見られる課題の解決に向けて自らの学習を

振り返りながら粘り強く取り組み,主体的に

社会に関わろうとしている。

・民主政治と政治泰加について,現代社会に

見られる課題の解決に向けて自らの学習を

振り返りながら粘り強く取り組み,主体的に

社会に関わろうとしている。

・民主政治と政治李カロについて,現代社会に

見られる課題の解決に向けて自らの学習を

振り返りながら粘り強く取り組み,主体的に

社会に関わろうとしている。

・身近な事例の提示や,シ ミュレーションなど

の活動を通して,市場の働きr経済について

理解し,現代社会に見られる課題の解決に向

けた学習を通して,自 らの学習を振り返りな

がら粘り強く取り組み,主体的に社会に関わ

ろうとしている。

・市場の働きと経済について理解し,現代社

会に見られる課題の解決に向けた学習を通

して,自 らの学習を振り返りながら粘り強く取

り組み,主体的に社会に関わろうとしている。

。対立と合意,効率と公正,個人の尊重と法

の支配,民主主義などに着日して,民主政

治の推進と,公正な世論の形成や選挙な

ど国民の政治参加との間違について対話

的な活動を通じ,多 面的・多角的に考察 ,

構想し,表現している

。対立と合意,効率と公正,個人の尊重と法

の支配,民主主義などに着目して,民主政

治の推進と,公正な世論の形成や選挙な

ど国民の政治参加との関連について対話

的な活動を通じ,多 面的・多角的に考察 ,

構想し,表現している。

・対立と合意,効率と公正,個人の尊重と法

の支配,民主主義などに着日して,民主政

治の推進と,公正な世論の形成や選挙な

ど回民の政治参加との関連について対話

的な活動を通じ,多 面的・多角的に考察,

構想し,表現している。

・対立と合意,効率と公工,分業と交換,希少

性などに着日して,消費生活や流通に関す

る様々な事例を基に,個人や企業の経済

活動における役割と責任について現代社

会の生活と関連付けて多面的・多角的に

考察したり,社会に見られる課題の解決に

向けて選択・判断したり,思考・判断したこ

とを説明したり,それらを基に議論したりし

ている。

・対立と合意,効率と公正,分業と交換,希少

性などに着目して,社会生活における職業の

意義と役割及び雇用と労働条件の改善につ

いて現代社会の生活と関連付けて多面的・

多角的に考察したり,社会に見られる課題の

解決に向けて選択・判断したり,思考・判断し

・議会制民主主義の意義;多数決の原理とそ

の運用の在り方について理解している。

・国会を中趙とする我が日の民主政治の仕

組みのあらましや政党の役割を理解してい

る。

・国民の権利を守り,社会の秩序を維持する

ために,法に基づく公正な裁判の保障があ

ることについて理解している。

・地方自治の基本的な考え方について理解し

ている。その際,地方公共団体の政治の仕

組み,住民の権利や義務について理解して

七ヽる。

・事例や統計資料などを収集・選択し,読み

取る学習を通して,身近な消費生活を中=む に

経済活動の意義について理解している

。現代の生産などの仕組みや働き,勤労の権

利と義務,労働組合の意義及び労働基準

法の精神について理解している。

・ 議会制民主主義の意義,多数決の原理

とその運用の在り方について理解する。

・ 民主政治の推進と,公正な世論の形成

や選挙など国民の政治会加との関連に

ついて対話的な活動を通じ,多面的。多

角的に考察,構想し,表現する。

。国会を中遣とする我が国の民主政治の仕

組みのあらましや政党の役割を理解す

る。

・ 国民の権利を守り,社会の秩序を維持す

るために,法に基づく公正な裁判の保障

があることについて理解する。

・ 民主政治の推進と,公正な世論の形成

や選挙など国民の政治泰カロとの関連に

ついて対話的な活動を通じ,多面的・多

角的に考察,構想し,表現する。

地方自治の基本的な考え方について理

解させる。その際,地方公共団体の政治

の仕組み,住民の権利や義務について

理解する。

民主政治の推進と,公工なせ論の形成

や選挙など国民の政治参加との関連に

ついて対話的な活動を通じ,多 面的・多

角的に考察,構想し,表現する。

・ 事例や統計資料などを収集。選択し,読

み取る学習を通して,身近な消費生活を

中′むに経済活動の意義について理解し,

消費生活や流通に関する様々な事例を

基に,個人や企業の経済活動における

役割と責任について多面的。多角的に

考察し,表現する。

,現代の生産などの仕組みや働き,勤労

の権利と義務,労働組合の意義及び労

働基準法の精神について理解する。

・社会生活における職業の意義と役割及

び尾用と労働条件の改善について多面

的・多角的に考察させ,表現するc

1.現代の民主政治

2.日の政治のしくみ

3.地方白治と私たち

1.消費生活と市場経済

2.生産と労働

3.現代の

民主政治

と社会

4.私たち
の暮らしと

経済
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・市場の働きと経済について,現代社会に見

られる課題の解決に向けた学習を通して,自

らの学習を振り返りながら粘り強く取り組み,

主体的に社会に関わろうとしている。

・国民の生活と政府の役割について,現代社

会に見られる課題の解決に向けた学習を通

して,自 らの学習を振り返りながら粘り強く取

り組み,主体的に社会に関わろうとしている。

・回民の生活と政府の役割について,現代社

会に見られる課題の解決に向けた学習を通

して,自 らの学習を振り返りながら粘り強く取

り組み,主体的に社会に関わろうとしている。

・世界平和と人類の福祉の増大にっいて,現

代社会に見られる課題の解決に向けて自ら

の学習を振り返りながら粘り強く取り組み,

主体的に社会に関わろうとしている。

たことを説明したり,それらを基に議論したり

している

対立と合意,効率と公正,分業と交換,希少

性などに着日して,個 人や企業の経済活

動における役割と責任について現代社会

の生活と関連付けて多面的。多角的に考

察したり,社会に見られる課題の解決に向

けて選択・判断したり,思考・判断したこと

を説明したり,それらを基に議論したりして

も`る。

・対立と合意,効率と公正,分業と交換,希少

性などに着目し,市場の働きに委ねること

おヽ群 しい諸問題に関して,日や地方公共団

体が果たす役割について多面的・多角的

に考察,構想し,表現している。

・対立と合意,効率と公正,分業と交換,希少

性などに若日し,財政及び租税の役割に

ついて多面的。多角的に考察し,表現して

いる。

・対立と合意,効率と公正,分業と交換,希少

性などに若日し,市場の働きに委ねること

が難しい諸問題に関して,日や地方公共団

体が果たす役割について多面的・多角的

に考察,構想し,表現している。

。対ユと合意,効率と公正,協調,持続可能性

などに着日して,日本国憲法の平和主義を

基に,我が日の安全と防衛,国際貢献を含

む国際社会における我が日の役割につい

て多面的・多角的に考察,構想し,表現し

ている。

・市場経済の基本的な考え方について理解し

ている。その際,市場における価格の決まり

方や資源の配分について理解している。

・現代の金融などの仕組みや働きを理解して

いる。

・社会資本の整備,少子高齢社会における社

会保障の充実。安定化,消 費者の保護に

ついて,それらの意義を理解している。

・財政及び租税の意義;国 民の納税の義務

について理解している。

・公害の防止など環境の保全について,その

意義を理解しているについて,それらの意

義を理解している。

・世界平和の実現と人類の福祉の増大のた

めには,国際協調の観点から,国家間の相

互の主権の尊重と協力,国際連合をはじ

めとする国際機構などの役割が大切であ

ることを理解している。

・領土 (領海,領空を含む。),国家主権,日

際連合の働きなど基本的な事項について

理解している。

・ 市場の働きと経済について,現代社会に

見られる課題の解決に向けて自らの学

習を振り返りながら粘り強く取り組み,主

体的に社会に関わろうとする。

。市場経済の基本的な考え方について理

解させる。その際,市場における価格の

決まり方や資源の配分について理解し,

現代の生産や金融などの仕組みや働き

を理解する。

・個人や企業の経済活動における役割と

責任について多面的・多角的に考察さ

せ,表現する。

・ 社会資本の整備,少子高齢社会におけ

る社会保障の充実。安定化,消費者の保

護について,それらの意義を理解する。

財政及び租税の意義,国 民の納税の義務

について理解し、市場の働きに委ねるこ

とが難しい諸問題に関して,日や地方公

共団体が果たす役割について多面的・

多角的に考察,構想し,表現する。

公害の防止など環境の保全について,そ

の意義を理解し,市場の働きに委ねるこ

とが難しい諸問題に関して,日や地方公

共団体が果たす役割について多面的・

多角的に考察,構想し,表現する。

・ 世界平和の実現と人類の福祉の増大の

ためには,国際協調の観点から,国家間

の相互の主権の尊重と協力,国際連合

をはじめとする国際機構などの役割が大

切であることを理解する。その際,領土

(領海,領空を含む。),国家主権,国際

連合の働きなど基本的な事項について

理解する。

・ 世界平和と人類の福祉の増大について,

現代社会に見られる課題の解決に向け

て自らの学習を振り返りながら粘り強く

取り組み,主体的に社会に関わろうとす

る。

3.市場経済の仕組みと金

融

4.財政と国民の福祉

5.これからの経済と社会

1.国際社会の仕組み
5.地球社

会と私たち

I

2

地球環境,資源・エネルギー,貧国など・地球環境,資源。エネルギー,貧因などの課 。対立と合意,効率と公正,協調,持続可能性 ・世界平和と人類の福社の増大について,現

の課題の解決のために経済的,技術的 題の解決のために経済的,技術的な協カ などに着日して,日 本国憲法の平和主義を 代社会に見られる課題の解決に向けて自ら

2。 さまざまな国際問題

な協力などが大切であることを理解す などが大切であることを理解している。 基に,我が回の安全と防衛,国際貢献を含 の学習を振り返りながら粘り強く取り組み,



る。
。日本国憲法の平和主義を基に,我が回の

安全と防衛,国際貢献を含む国際社会に

おける我うヾ国の役割について多面的・多

角的に考察,構想し,表現する。

む国際社会における我が日の役割につい

て多面的。多角的に考察,構想し,表現し

ている。

主体的に社会に関わろうとしている。

・世界平和と人類の福祉の増大について,現

代社会に見られる課題の解決に向けて自ら

の学習を振り返りながら粘り強く取り組み,

主体的に社会に関わろうとしている。

・対立と合意,効率と公正,協調,持続可能性

などに着目して,日 本国憲法の平和主義を

基に,我が目の安全と防衛,国際貢献を含

む国際社会における我が国の役割につい

て多面的・多角的に考察,構想し,表現し

ている。

・世界平和の実現と人類の福祉の増大のた

めには,国際協調の観点から,各国民の相

互理解と協力が大切であることを理解して

とヽる。

・ 世界平和の実現と人類の福祉の増大の

ためには,国際協調の観点から,各国民

の相互理解と協力が大切であることを理

解する。

・ 日本国憲法の平和主義を基に,我が目

の安全と防衛,国 際貢献を含む国際社

会における我が日の役割について多面

的・多角的に考察,構想し,表現する。

3。 これからの地球社会と口

本

3



第 【3】 学年  【数学】科学習指導計画

評 価 規 準

主体的に学習に取 り組お態度

多項弧と早項弱の来活,除活の討
算の方法を考えたり,それらの計
算をしたりしようとしている。
多項式どうしの乗法の方法を考え
たり,それらの計算をしたりしよ
うとしている。

(a tt b)(c tt d)の

て,乗法の公式
ている。

展開をもとに し
を見いだそうとし

・ 裏の四孤分解の万活 を有えよつと
している。

又写裏を便 づことの殆妥に と恵 B´f
を考えようとしている。
文字式について学んだことを生活
や学習にいかそうとしている。
文字式を活用 した問題解決の過程
をしS、 り返 って評価・改善 しようと
して |ヽ る。

数の平万根の発妥性 と恵 B´栞を考え
ようとしている。

・ 半万猥のあ
‐
よそのに を系める万活

を考 えようとしている。

石理叡 と無理叡の遅いを,晩習の

数 と関連づけて見いだそうとして
いる。

。具の値 と近似値の関係 を考えよう
としている。

・ 根号を含む式の栞法,除法の計昇
の方法 を考えようとしている。

・√の中を簡単な数にしたり,分母
を有理化したりする方法を考えよ

思考・ 判断・表現
・ 晩 に写 習 した討 界 の 万活 と関理 つ

柴あ許盈塚書鍵を琴嚢?嚢琉争瞥
ことができる。

・式を ,つ の文字に置き換えたり,

分配法則などを用いたりするな

重ち酵好芦ヨ装箋惑晉?雰棄集霧
計算をする方法を考察 し表現する
ことができる。

・ (a+
て ,

で き

をも とに し
いだす ことが

る。

耽に写習 した栞法の公式 と関連つ

けて,式を因数分解する方法 を考
察 し表現することがで きる。

叡や図形の性質な どが
‐
属 リエつ こ

比1箕攀景各璽諮季留習弩ネ琴き
る。
説明に用いた式の変形等をお、り返
り,数や図形についての新たな性
質などを読み取 り表現することが
できる。
乗法の公式や四数分解の公式を活

星と手名等譲壱碁攀t豪名写?啓
とができる。

・ 面積がZCmZて ぁ ると万形 の I理の長

言お示ゼを撃9表勇李警ご壱慕等
きる。
平万根のおよその値 を票め
を考察 し表現することがで

る万活
きる。

最翌覇望孟琴聯 搭手七警慕拿
きる。

。具体的な
の関係 を写買百七号器琴こ

逸 似 恒
る

・ 耽 に写 習 した

房罫算録尋皇
とが“ごきる。

討昇の万活 と関連つ

含む式の乗法,除法
を考察 し表現するこ

知識・技能

多工R式 と早項式の栞な,除活の計
算をすることができる。
展開の意味を理解 している。
多項式どうしの乗法の計算をする
ことができる。

栞活
るこ

の公裏
とがで

を 用 い て 裏 の 展 開 を 了

きる。

因歎及び四数分群の意 B´栞を理解 し
ている。
共通因数 をくくり出 して因数分解
することができる。
乗法の公式を用いて因数分解する
ことができる。
数量及び致量の関係をl帰細や類推
によって捉え,それを文字式を使
って一般的に説明することの養要
性 と意味を理解 している。
乗法の公式や因数分解の公式を活
用し,目的に薦 じて式を変形する
ことができる。
柔法の公式や因数分解の公式を活
用し,数や式の値の計算をするこ
とができる。

数の平万様の羹妻性 と怠 B´栞を理群
している。
平方根の大小関係を不等号を用い
て表すことができる。
半万猥のおよそのに を示めること
がで きる。

・ 石理雲 と熟理家 の意味 を理解 して
い る。

近似値や誤を,有効叡写の意味を
理解 している。
有効数字をはっきりさせるため
に,あ る数をaX 10nの 形に表すこ
とを理解 している。

。根号を含お式の栞活 ,

の方法を理解 している
。根号を含む式の乗法 ,

をすることができる。

除なの計鼻

除法の計算

主 な 学 習 活 動 。 内 容

式の乗法,除法

乗法の公式

因数分解

式の計算の利用

平万根

平方根の値

有理数 と無理数

具の値 と近似値

根号をしS、 くお式の乗法,除法

小単元 。日標

l師 式の展開と困数分
解

2曾F式の計算の利用

I師 平万根

2師 根号をLS｀くお式の計
算

単元名

式

の

展

開

と

因

数

分

解

平

方

根

月

4

5

6



つ と して い る 。

√を含む式や数の近似値を求める
方法を考えようとしている。

根サを
含む式
えよう

房暴弔留研事憂房芳雲辱尋
としている。

平万根について
や学習にいかそ
数の平方根 を活
過程 をS.り 返 つ
うとしている。

字んだことを生活
うとしている。
用した問題解決の
て評価・改善 しよ

二沢万権裏の殆妥に と恵B,Iを 有え
ようとしている。
平方根の意味に基づいた二次方程
式の解 き方を考えようとしてい
る。

・ ……沢 万穫 裏 GXZ~卜 bx‐卜c==0 の周子の

公式を導く方法を考えようとして
いる。.

。四叡分群 を侵 つた二沢万権裏の群
き方を考えようとしている。

二沢万権裏について写んたことを
生活や学習にいかそうとしてい
る。
二次方程式を活用 した問題解決の
過程 をお、り返 つて評価 。改善 しよ
うとしていると
具体門な手翠
として捉えら
いだしたり,

たりしようと

の中から関数y=GX2
れる2つの数量を見
その関係を式に表 し
している。

1制竹引絡恭儀手試縫を確
チ協零吾議皇患義ど丁言舟基ゃ分
亭宮奮警柴孝3奮Fを

考察し表現

°

ここ艇 :弾
ギ

｀

投経 名碇

ざ既に学習した計算の方法と関連づ
けて,根号を含む式の計算の方法
を考察し表現することができる。

・ 喜
lと万根 を
ことがで

具体門な場面て活用する
きる。

平万根の意 B′くに基づいて,二次万
程式を解 く方法を考察 し表現する
ことができる。

・ 1糸叡つ`家て表て7している具体門な
二次方程式を解 く方法と関連づけ
て,二次方程式
gx2+bx+c=0の解の公式を導く方
法を考察 し表現することができ
るa

・ 四雲分群 を1鬼 つて二沢万権裏を瞬
く方法 を考察 し表現することがで
きる。

。■沢万権封を具体門な場向て府用
することがで きる。

・ 求めた解や解決の方法 をしS、 り返 っ

こ暑桑七皇翁手留ご?暴箸ご2!｀

具体的な
量の関係
者日して
捉えられ
ことがで

畢象の中にある2つの数
を,変化や対応の様子に
調べ,関数y=Gx2と して
る2つの数量を見いだす
きる。

Wbを Vじの形に変形 したり,Vの
中を簡単な数にしたりすることが
できる。
分母を有理化することができる。

壇兌e髯季恙幸呈看哲:を採ξζ
る。
猥号を奮ご裏の和となで,薇号を
含お式の積や商の計算の方法を理
解している。
根号を含む式の和と差や,根号を
含む式の積や商の計算をすること
ができる。

経将趨楚をfil争
ことを理解 している。
具体門な
て表 し,

きる。

場酌て叡の半万根 を用い
問題 を処理することがで

既に字習した万程式と関理づけ
て,二次方程式の発要性と意味 ,

その解の意味を理解 している。
二次方程式の中の文字に数を代入
して,その数が解であるかどうか
を確かめることができる。
平方根の意味に基づいた二次方程
式の解き方を理解 している。
平方根の意味に基づいて,二次方
程式を解 くことができる。

要署径嚢こ羅ぞ七壱泰尋習ぢFニ

四雲分離 を
き方を理解
因数分解 を
くことがで

使 つた二沢万権再の円子
している。
使 って二次方程式を解
きる。

二沢万権瓢を清用 して問題 を辟沢
する方法について理解 している。
事象の中の数量やその関係 を二次
方程式で表 し,それ を解 くことが
で きる。

・ 関家y=gx2の恵 ]´栞を理解 してい
る。

・ 2乗に比例することの意味を理解
している。

課等百習ょ
2の関係を式に表すこと

関数y=ax2の関係を表す式に数を
代入し,対応する値を求めること
ができる。

根号をふ くお式の計算

平方根の利用

二次方程式 とその解 き方

二次万程 式の解 の公式

二沢 万程 式 と因叡分肝

二沢万程 式の利用

関数 y=GX2

3師 平方根の利用

I師 二次方程式

2aF二次万程式の利用

I師 関数とグラフ

次

方

程

式

関数

y==ax2

7
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。関叡y=GXZのタラフの管傲を,表
や式 と関連づけるな どして調べよ
うとしている。

関雲y=cxZの Xの但つ`変lL了 るとき
のyの値の増減の様子を,既習の関
数 と関連づけて考えようとしてい
る。
関数y=Gx2ttつ いて,xの変城に制

躍ぜP寡写う?
うとしている。

習喬道蕃干宅F話曇1致尾協霧薮
を考えようとしている。

関叡y=GXZしこついて写んたことを
生活や学習にいかそうとしてい
る。
関数y=ax2を 活用した問題解決の
過程をLS、 り返って評価・改善 しよ
うとしている。

具杯門T手翠を
えたり,そ の事
たりしようとし

関家 関係 と して

'こ象の考察に生かし
ている。

。相似な図形のに質を見いたそうと
しているぅ

・二角形の福似粂1午 を見いたそつと
している。

・ 二角形の相似条1子 を用いて,図形
の性質を説明 しようとしている。

関霞又y==GX2
や式 と関連
ことができ

のグラフの特徴 を,表
づけて考察 し表現する
る。

関叡y=GXZの Xの 1巳つ`贄 1ヒ了るとき
のyの値の増減の様子 を,既習の関
数 と関連づけて考察 し表現するこ
とがで きる。
関数y=dx2に ついて,xの変域に制

曝ぜP寡ちう?
表現することがで きる。°
腎で子

=V者房釜警房裂a寿密著曇
し表現することができる。

・関数y=Gx2のグラフや既習の関数

と署曇ご柴義手習警∵誤琴?言争
具体門な争翠つ` ら月又り出 した 2つ
の数量の関係が関数y=ax2である
か どうかを判断 し,そ の変化や対
応の特徴 を提 え,説明することが
で きる。
具体的な事象の中から取り出した
2つの数量の関係を,理想化 した
り単純イとしたりして関数y=Gx2と

え守1争爺七え

'李

留菅言ネ諄ご
るむ

喬曇円原ぞ曇軍歩ひう暑消f≒塞
化や対応の様子を調べ,そ の特徴
を考察 し表現することができる。

。相似な鳳'l形の性質を見いだす こと
ができる。

三角形
三角形
ができ
三角形
の三角
考察 し

の合同条件 をもとに し
の相似条件 を見いだす
る。
の相似条件を用いて,

形が相似であるかどう
表現することができる

て,

こと

2つ
かを

見いだ した図形の性質な どを,ニ
角形の相似条件 を用いて証明する
ことがで きる。

・ 関数y=gx2のグラフの特徴 を理解
している。

・
習警ち評 ぜ留「

係をグラフに表す

。放物線,放物線の軸,放物線の頂
点の意味を理解 している。
関叡y=GxZに ついて,ク ラフをも
とに して,xの値が変化するときの
yの値の増減の様子 を理解 してい
る。
関数yと Gx2に ついて,xの 変域が与

をネ等ξttFの
yの変域を求めるこ

・ 関雲 y=gxZの父 lLの 習J含を承 め る
ことができる。

・平均の速さについて理解 してい
る。

具体門な争翠の甲には関叡y=GXZ
として捉 えられ るものがあること
を理解 している。
関数y=Gx2を 活用 して問題 を解決
する方法について理解 している。

!ぞ厨 ぜ:F狩
高轟を発揮す

グ
Z

具体門な争翠の甲か ら見いた した
関数関係には,既習の比例,反しヒ
例,一次関数,関数y=Gx2と は異
なるものがあることを理解 してい
る。
具体的な事象の中

甲警習祭柔看デ
から見いだした
グラフなどで表

THttT Zつ の図形の理 'ヽ用 9〕 関係
を記号を用いて表 した り,その意
味を読み取 つた りすることができ
る。
図形の相似の意味 と相似な図形の
性質を理解 している。
相似な図形の対応する辺の長さや
角の大きさを求めることがで き
る。

・ 三角
てい

形の相似条件の意 B′栞を理解 し
る。

。三角形の相似条件 を用いた証明の
方法について理解 している。

関数 y=GX2の グラフ

関数 y=GX2の値の増減 と変域

関数 y=GX2の変化の割合

関数 yttgx2の 利用

いろいろな関数

相似な図形

三角形の相似条件

三角形の相似条件 と証明

2師 関数/=σ/の値の

変化

3師 七ヽろいろな手象と関
数

:師 図形と相似

図

形

と

相

１

０



`lと
行線 と

を証明 し
平行線 と
を用いて
うとして
l点を中
は縮′Jヽ し
とιこつい

TIR分の Lし についての1生質
ようとしてとヽる。
線分のしとについての性質
,図形の性質を証明しよ
いる。
ミとして図形を拡大また
て,相似な図形をかくこ
て考えようとしている。

・ 甲点理 福 足理 を用 い て ,図形 の 1■

質を証明しようとしている。

・ 1日以な図形の1日似しヒと菌積のしヒの
関係について考えようとしてい
る。

TIヨ 必
とと,

よう

■ 二 杯 の T日以 ELと 表 口 積 の

体積の比の関係について考え
としている。

。相似な
ことを
ている

。図形の
過程 を
うとし

図形のL買について写んた
生活や学習にいかそうとし

相似を
LS、 り】巳
ている

活用した問題解決の
って評価・改善しよ

・ 円
と`

な
か

周
だ

角と中ミ角の関係
したり,そ の証明
形の性質が用いら
考えたりしようと

や性質を見
にどのよう
れているの
している。

図
を

円周角の足理の理 をもとに,異な
るい くつかの点が同 じ円周上にあ
るか どうかを確かめようとしてい
る。

円周月 と甲ド月の関係について写
んだことを生活や学習にいかそう
としている。
円周角 と中ミ角の関係を活用 した

alL行線 と希黒分のしとについての性質
を見いだし,それらを証明するこ
とができる。
平行線 と線分の比についての性質
を用いて,新たな図形の性質を見
いだし,証明することができる。
平行線 と線分の比についての性質
の逆が成り立つことを見いだし,

証明することができる。
1点を中ミとして図形を拡大また
は縮小 して,相似な図形をかく方
法を考察 し表現することができ
る。

・ヨと行Fl犀 と線分の Lとについての1上質
をもとにして,三角形の 2辺の中
点を結んだ線分のもつ性質につい
て考察 し表現することができる。

i害を撃縞写署 tE】 尋ヽと冒γ
の性

相似 な図形 の相 1'ス としと面積 のしヒを

調ぎぁ茜療薄毛F帯暑墓ご装義手
ることができる。

。相似な工体の相似しヒと姦口梗の
此,体積 の此を調べ,文字式を用
いるな どしてそれ らの関係につい
て考察 し表現することができる。

。相似な図形
で活用する

。与えられた
形に着目す
を見いだし
たりするこ

の性質 を具体門な場 面
こ_と ぉ学できる。
図形の中の相似な三角
るなどして,線分の比

を糸ぞ警署F係
を捉え

・ 円 周 周 と

に対する
ことがで

。円周角と
み, どの
られてい
現するこ

甲だ月の関係 3ヽ,同 じ誂
円周角の性質を見いだす
きる。
中ミ角の関係の証明を読
ような図形の性質が用い
るのかについて考察 し表
とができる。

円周月の
るい くつ
るか どう
がで きる

疋理の理 を
かの点が同
かを確かめ

も とに,異な
じ円周上 にあ

表現 す る こと

円周月 と甲ド月の関1希、を具体門な
場面で活用することがで きる。

目写瞥写象を暑曇t塁景挙管ヒ官

平行線 と線分のしヒについての性質
を理解 している。
平行線 と線分の比についての性質
を記号を用いて表 したり,そ の意
味を読み取つたりすることができ
る。
平行線 と線分の比についての性質

を
gど

泰そ督宮P長
さなどを求め

平行線にはさまれた線分のしとにつ
いての性質を用いて,線分の長さ
などを求めることができる。
平行線 と線分の比についての性質
の逆が成 り立つことを理解 してい
る。
l点を中鶯
は縮可ヽ して
とができる

として図形 を拡大また
,相似な図形 をか くこ

・ 甲点理絹定理 を理解 している。
・ 中点連結定理 を用いて,線分の長

さな どを求めることがで きる。

。相似な図形の相似 Lヒ と面積のしヒの

関係 について理解 している。・房監桧詈爾よそ押筆歯返詈菅祭孝
きる。
相似なヱ体の相似 LLと 表向積の
しと,体積の比の関係について理解
している。
立体の表面積や体積を,相似比と
表面積の比,体積の比の関係を用
いて求めることができる。
具体的な場面て,相似な図形の整
質を活用して,問題を解決する方
法について理解 している。
図形の辺の比の関係を求めたり,

直接測定できない高さや距離など

ネ等留宮:｀

いて求めたりすること

円周周
に対す
を用い
み取 っ
円周角
角の大
る。

と甲ド月の関係f, I可 じ口h
る円周角の性質な どを記号
て表したり,その意味を読
たりすることができる。
と中熾角の関係を用いて,

きさを求めることができ

。円周 月 の足理 の理 の恵 B´〔を理 解 し

ている。
・ 円周角の

表 したり
りするこ

定理の逆を記号を用いて

と暴字ごな1読み取った
具体田な場面て,円 の1生質を清用
して,問題を解決する方法につい
て理解 している。
円外にあるI点から円に接線をひく

平行線 と線分の比

中点連絡定理

相似な図形の面積

相似な立体の表面積・ 体積

相似 の不u用

円周角と中ミ角

円周角の定理の逆

円の性質の利用

2師 平行線と線分の比

3師 相似な図形の計重

4師 相似の利用

I師 円周角と中,こ 角

2霞F円 の性質の利用

似

円

の

性

質

１

２



岡 選 周年沃 の ェQ権
。改善 しようと

をし5ヽ リ
してい

4つ て 計 1山

る。

巳凋ユ用形の3理の長での「司に騒
り立つ関係を見いだしたり,その
証明にどのような図形の性質や面
積の関係が用いられているのかを
考えたりしようとしている。

二十万の
を生活や

疋 埋 に つ い て 写 ん た こ と

学習にいかそうとしてい

定理を活用した問題解決
S、 り退って評価・改善 し

る。
三平方
の過程
ようと

の
を
している。

・ 穏不調豊の殆妥に と恵 B´fを考えよ
うとしている。

・ 母柔 団 と標本の関係 を考 えよ うと
してい る。

標本調査について写んだことを生
活や学習にいかそうとしている。
標本調査を活用した問題解決の過
程をお、り返って評価・改善 しよう
としたり,多様な考えを認め,よ
りよく問題解決 しようとしたりし
ている。

がて きる。
・ 見いだ した図形の性質を円周角の

定理 を用いて証明することができ
る。

・巳月二月形の 3理σ〕長てのF司 に騒
り立つ関係に着日し,二平方の定
理を見いだすことができる。

・二平方の定理の説明を読み,どの
ような図形の性質や面積の関係が
用いられているのかを考察 し表現
することができる。

。三 十 万 の 疋 理 を 具 杯 呵 T勇財口 て 清

用することができる。
・平面や空間における線分の長さや

面積・体積などを求める方法を考
察 し表現することができる。

・ 鞣 不 調 査 の 万活 f編 呆 を■七刊 門 に

考察し表現することができる。

標本の人でてが異なる場合の標本
の平均値の違いによる標本の性質
を箱ひげ図を用いて比較す るな

を無壱奎勇亭看留?界等ξ:!｀
て

や 結果を拙判
とができる
て標本調査
を推定 し判

門に

を行
断す

つ と`

と` ,

るこ
の傾向

と きる。

f凶の万活ヤ,円周用の疋理を用
いて図形の性質を証明する方法を
理解 している。
日外にあるI点から円に接線をひく
作図をすることができる。

・二半万の足理,三十万の疋理の理
の意味を理解 している。

・三平方の定理,二平方の定理の逆
を記号を用いて表 したり,その意
味を読み取つたりすることができ
る。

。三平方の定理を用いて,直角三角
形の辺の長さなどを求めることが
できる。°
三活ラ祭吾腎窒普疹尋材電ち、参争
かを見分けることができる。

・具杯門■場口て
活用して,問題
ついて理解 して

。平面図形や空間
り,直角をつく
二平方の定理や
る場面を理解 し

。平面や空間にお
面積・体積など
きると

,二十万の疋理を
を解決する方法に
いる。
図形の計量をした
つたりするなど,

その逆が用いられ
ている。
ける線分の長さや
を求めることがで

。標不調査や全家調査の奥妥ヒ と恵
味を理解 している。

・ コンピュータなどの情報手段を用
いるなどして無作為に標本を取 り
出し.整理することができる。
母果団 と標本の関係 を理解 してい
る。

標本調査を活用して間逸を解決す
る方法について理解 している。
標本調査の結果から求められる割
合をもとにして,母集回の傾向を
推定することができる。

二平方の定理

二平方の定理の利用

標本調査の方法

母果 団 と標本の関係

デー タを活 用 して,岡逸 を角手決 しよ

つ

l師 直角三角形の3辺
の関係

2師 二平方の定理の利

用

l師 標本調査

平

方

の

定

理

標本調

査とデ

ータの

活用

]

2

3



第【3】学年 【 王里 】科学習指導計画

1.力の合成と分解

②

2.物体の運動

3.仕事とエネルギー

②,⑤

4.多様なエネルギー

とその移り変わり

⑤,③

水中にある物体には浮力がはたらく

ことを見いださせ,重力と浮力のつ

り合いの関係から,浮き沈みのしく

みを理解 させる。次に,合力を導入

し,作図によつて合力を求めること

ができるようにする。最後に,分カ

の求め方を理解させる。

記録タイマーなどを使つて,物体の

速さや運動のようすを調べる方法を

身につけさせ,物体にはたらく力と

運動の関係を理解させる。

仕事の定義を理解 させ,仕事の原理

を見いださせる。また,仕事をする

能力としてエネルギーを定義し,位
置エネルギーや運動エネルギーの大

きさと,物体の高さや質量,速 さと

の関係を見いださせる。摩擦や空気

の抵抗がなければ,力学的エネルギ

ーが保存されることを理解させる。

身のまわりのさまざまなエネルギー

について気づかせ,それらのエネル

ギーはどのように移 り変わるか理解

させるとともに,エネルギーの総量

は一定に保たれることを理解 させ

る。

評 価 規 準

主体的に学習に取 り組む態度

力のつ り合いと合成・分解に関する事

物・現象に進んで関わり,見通しをも

った りふ り返った りするなど,科学的

に探究しようとしている。

運動の規則性に関する事物・現象に進

んで関わり,見通しをもつたりふ り返

つた りするなど,科学的に探究しよう

としている。

仕事とエネルギーに関する事物・現象

に進んで関わり,見通しをもつたりふ

り返つた りするなど,科学的に探究し

ようとしている。

さまざまなエネルギーに関する事物・

現象に進んで関わり,見通しをもつた

りふり返ったりするなど,科学的に探

究しようとしている。

思考・判断・表現

力のつ り合いと合成・分解について ,

見通 しをもつて観察,実験などを行

い,そ の結果を分析 して解釈 し,力の

つ り合い,合成や分解の規則性や関係

性を見いだ して表現 しているととも

に,探究の過程をふ り返るなど,科学

的に探究している。

運動の規則性について,見通しをもつ

て観察,実験などを行い,その結果を

分析して解釈し,物体の運動の規則性

や関係性を見いだして表現している

とともに,探究の過程をふ り返るな

ど,科学的に探究している。

仕事とエネルギーについて,見通 しを

もつて観察,実験などを行い,その結

果を分析 して解釈 し,力学的エネルギ

ーの規則性や関係性を見いだ して表

現 しているとともに,探究の過程をふ

り返るなど,科学的に探究している。

日常生活や社会で使われているさま

ざまなエネルギーについて,見通 しを

もつて観察,実験などを行い,そ の結

果を分析 して解釈 しているなど,科学

的に探究している。

知識・技能

力のつ り合いと合成・分解を日常生活

や社会と関連づけながら,水 中の物体

にはたらく力,力の合成・分解につい

ての基本的な概念や原理・法貝Jな どを

理解 しているとともに,科学的に探究

するために必要な観察,実験などに関

する基本操作や記録などの基本的な

技能を身につけている。

運動の規則性 を日常生活や社会 と関

連つけながら,運動の速さと向き,力
と運動についての基本的な概念や原

理・法則などを理解 しているととも

に,科学的に探究するために必要な観

察,実験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけてい

る。

仕事 とエネルギーを日常生活や社会

と関連つけながら,仕事 とエネルギ

ー,力学的エネルギーの保存について

の基本的な概念や原理 ∫法則などを理

解 しているとともに,科学的に探究す

るために必要な観察,実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的な技

能を身につけている。

日常生活や社会と関連つけながら,さ

まざまなエネルギーの基本的な概念

や原理・法則などを理解 しているとと

もに,科学的に探究するために必要な

観察,実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身につけて

いる。

主 な 学 習 活 動 ・ 内 容小単元・ 目標単元名

運動とエ

ネルギー

月

4

5

6



5.エネルギー資源と

その利用

③

1.水溶液とイオン

③

人間は多様なエネルギー資源を消費

して活動 していることを知 り,将来

にわたつてエネル ギー資源を確保

し,安全で有効な利用と環境保全を

はかることの重要性を認識させる。

水溶液の電気伝導性を調べる実験を

行い,水溶液には電流が流れるも

のと流れないものがあることを見

いだして理解 させる。次に,電解

質水溶液の電気分解の実験を行

い,電極に物質が生成することか

らイオンの存在を見いださせ,イ
オンの生成が原子の成 り立ちに関

係することを理解させる。

日常生活や社会と関連づけながら,エ 日常生活や社会で使われているエネ エネルギー資源に関する事物・現象

ネルギー資源などの基本的な概念を ルギー資源について,実験結果やデー に進んで関わ り,見通 しをもつた りふ

理解 している。 夕を分析 して解釈 しているなど,科学 り返つた りするなど,科学的に探究し

的に探究している。 ようとしている。

水溶液 とイオンに関する事物・現象に

進んで関わり,見通しをもつたりふ り

返ったりするなど,科学的に探究しよ

うとしている。

物のふえ方 と成長に関する要物・現
象に進んで関わり,見通 しをもつた
りふ り返つたりするなど,科学的に
探究しよう≧している。

遺伝の規則性 と遺伝子に関する事

物・現象に進んで関わり,見通 しをも

つたりふ り返ったりするなど,科学的

に探究しようとしている。

生物の種類の多様性 と進化に関する

事物・現象に進んで関わり,見通 しを

もつた りふ り返ったりするなど,科学

的に探究しようとしている。

生

水溶液とイオンについて,見通しをも

つて観察,実験などを行い,イ オンと

関連づけてその結果を分析 して解釈

し,化学変化における規則性や関係性

を見いだして表現しているとともに,

探究の過程をふ り返るなど,科学的に

探究している。

生物のふえ方 と成長について,観祭 ,

実験などを行い,そ の結果や資料を
分析 して解釈 し,生物のふえ方と成
長についての特徴や規則性を見い
だして表現 しているとともに,探究
の過程をふ り返るなど,科学的に探
究している。

遺伝の規則性 と遺伝子について,観
察,実験などを行い,そ の結果や資料

を分析 して解釈 し,遺伝現象について

の特徴や規則性を見いだ して表現 し

ているとともに,探究の過程をふ り返

るなど,科学的に探究している。

生物の種類の多様性 と進化について ,

観察,実験などを行い,その結果や資

料を分析 して解釈 し,生物の種類の多

様性 と進化についての特徴や規則性

を見いだして表現しているとともに,

探究の過程をふ り返るなど,科学的に

探究している。

化学変化をイオンのモデル と関連づ

けながら,原子の成 り立ちとイオンに

ついての基本的な概念や原理・法則な

どを理解 しているとともに,科学的に

探究するために必要な観察,実験など

に関する基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。

遺伝の規則性 と遺伝子に関する事物・

現象の特徴に着目しながら,遺伝の規

則性 と遺伝子についての基本的な概

念や原理・法則などを理解 していると

ともに,科学的に探究するために必要

な観察,実験などに関する基本操作や

記録などの基本的な技能を身につけ

ている。

生物の種類の多様性 と進化に関する

事物・現象の特徴に着 目しながら,生
物の種類の多様性 と進化についての

基本的な概念や原理・法則などを理解

しているとともに,科学的に探究する

ために必要な観察,実験などに関する

基本操作や記録などの基本的な技能

を身につけている。

の

探究す
に関す

え

る

る

の

有ヒ

て

ふ

技

を理解

の

な

ど

つ

的

生物

を身につけている。

生殖の観察などを通 して,生物の

ふえ方には,無性生殖 と有性生殖の

2つ があることを見いだし,その違

いを理解 させる。また,種子から根

がのびる様子の観察や,細胞分裂の

観察を通 して,生物の成長を細胞の

分裂と関連づけて捉えさせるととも

に,有性生殖における減数分裂につ

生物がふえていくとき,染色体にあ

る遺伝子を介 して親から子へ形質が

伝わること,そ してその伝わり方に

規則性があることを理解させる。

現存の生物や化石の比較などを通 し

て、現存の多様な生物は過去の生物

が長い時間の経過の中で変化 して生

じてきたものであることを体のつく

りと関連づけて理解 させる。また ,

生物の間のつなが りを時間的に見る

ことを通して進化の概念を身につけ
させる。

理解 るせさて

1.生物のふえ方と成

長 ⑤

2.遺伝の規則性 と遺

伝子 ⑤

3.生物の種類の多様

性と進化 ⑨

化学変化

とイオン

生命の連

続性

１

０

9
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宇宙を観 1.地球から宇宙ヘ

る ②

2.太陽 と恒星の動き

③

2 電池とイオン

②,⑤

3.酸・アルカリと塩

⑨

金属イオンについての実験を探究的

に行い,金属によつてイオンヘのな

りやす さが異なることを見いだ さ

せ,イ オンのモデル と関連づけて理

解 させる。また,電池を製作 し,電池

では化学エネルギーが電気エネルギ

ーに変換 されていることに気づかせ

るとともに,イ オンのモデルを用い

て電池の基本的なしくみを説明でき

るようにする。 さらに,い ろいろな

電池に関心をもたせ,燃料電池の原

理についても紹介する。

酸やアルカリの水溶液を用いた実験

を行い,酸やアルカ リのそれぞれの

性質が水素イオンと水酸化物イオン

によることを見いだ させ るととも

に,電離のようすをイオンのモデル

を用いて説明できるようにする。ま

た,中和反応の実験により,酸とア

ルカ リが反応すると塩 と水ができる

ことを見いださせるとともに,中和

反応をイオンのモデルを使つて説明

できるようにする。

太陽や星座の 日周運動の観察を行

い,天体の日周運動が地球の自転に

よる相文ヽキ運動であることを理解 させ

るとともに,季節ごとの星座の位置

の変化や太陽の南中高度の変化を調
べ:それ らの観察記録を,地球が公

転していることや地軸が傾いている

ことと関連づけて理解させ,天体の

動きを観察する技能を身につけさせ

化学変化 と電池に関する事物・現象に

進んで関わり,見通 しをもつたりふ り

返つたりするなど,科学的に探究しよ

うとしている。

水溶液とイオンに関する事物・現象に

進んで関わり,見通 しをもつたりふ り

返った りするなど,科学的に探究しよ

うとしている。

太陽のようす,惑星と恒星について ,

天体の観察,実験などを行い,その結

果や資料を分析 して解釈 し,太陽のよ

うす,惑星と恒星についての特徴や規

則性を見いだ して表現 しているとと

もに,探究の過程をふ り返るなど,科
学的に探究している。

天体の動きと地球の自転・公転につい

て,天体の観察,実験などを行い,そ
の結果や資料を分析 して解釈 し,天体

の動きと地球の自転・公転についての

特徴や規則性 を見いだ して表現 して

いるとともに,探究の過程をふ り返る

など,科学的に探究している。

化学変化 と電池について,見通 しをも

つて観察,実験などを行い,イ オンと

関連づけてその結果を分析 して解釈

し,化学変化における規則性や関係性

を見いだして表現 しているとともに,

探究の過程をふ り返るなど,科学的に

探究している。

水溶液 とイオンについて,見通しをも

って観察,実験などを行い,イ オンと

関連づけてその結果を分析 して解釈

し,イ監学変化における規則性や関係性

を見いだして表現 しているとともに,

探究の過程をふ り返るなど,科学的に

探究している。

身近な天体 とその運動に関する特徴

に着目しながら,太陽のようす,惑星

と恒星にういての基本的な概念や原

理・法則などを理解 しているととも

に,科学的に探究するために必要な観

察,実験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけてい

る。

身近な天体 とその運動に関する特徴

に着 目しながら,日 周運動と自転,年
周運動 と公転についての基本的な概

念や原理・法則などを理解 していると

ともに,科学的に探究するために必要

な観察,実験などに関する基本操作や

記録などの基本的な技能を身につけ

ている。

化学変化をイオンのモデル と関連づ

けながら,金属イオン,化学変化 と電

池についての基本的な概念や原理・法

貝uな どを理解 しているとともに,科学

的に探究するために必要な観察,実験

などに関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけている。

化学変化をイオンのモデル と関連づ

|す ながら,酸・アルカリ, 中不口と塩に

ついての基本的な概念や原理・法則な

どを理解 しているとともに,科学的に

探究するために必要な観察,実験など

に関する基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。

太陽のようす,惑星と恒星に関する事

物 。現象に進んで関わり,見通 しをも

ったりふ り返ったりするなど,科学的

に探究しようとしている。

天体の動きと地球の自転・公転に関す

る事物・現象に進んで関わり,見通し

をもつたりふり返つたりするなど,科
学的に探究しようとしている。

る



3.月 と金星の動 き と

観え方 ⑤,③

1.自然界のつり合い

②

2.さ まざまな物質の

利用と人間 ⑤

3.科学技術の発展

月や金星の動きや見え方の観察を行
い,月 や金星の観察記録などから,

見え方を月や金星の公転と関連づけ

て理解させるとともに,月 や金星の

動きや形を観察したり記録したりす

る技能を身につけさせる。

植物,動物および微生物を,栄養摂

取の面から相互に関連づけて提える

とともに, 自然界では,こ れらの生

物がつ り合いを保つて生活 している

ことを観察などを通 して見いだし理

角〒させる。

日常生活や社会では, さまざまな物

質が使用 目的や用途に応 じて使い分

けられていることを認識 させ,物質

を有効利用するためには,物質の再

利用などがたいせつであることに気

づかせる。

科学技術の発展の過程について, ど
のようなものがあるかを理解させ ,

さまざまな科学技術の利用が人間の

生活を豊かで便利にしていることを

認識 させる。また,最新の科学技術

について調べさせ,これからの科学

技術の発展の方向性を,科学的根拠

をもつて検討 させる。

身近な自然環境や地域の自然災害を

調べる活動を行い,人間の活動など

のさまざまな要因が自然環境に影響

をあたえていることについて理解 さ

せ, 自然環境を保全することの重要

性を認識 させるとともに,大地の特

徴を理解 し,自 然を多面的,総合的

生物 と環境に関する事物・現象に進ん

で関わり,見通しをもつたりふり返つ

たりするなど,科学的に探究しようと

している。

さまざまな物質に関する事物・現象

に進んで関わり,見通しをもつたりふ

り返つたりするなど,科学的に探究し

ようとしている。

科学技術の発展に関する事物・現象

に進んで関わり,見通しをもつたりふ

り返った りするなど,科学的に探究し

ようとしている。

自然環境の調査と環境保全,地域の

自然災害に関する事物・現象に進んで

関わり,見通しをもった りふ り返った

りするなど,科学的に探究しようとし

ている。

月や金星の運動と見え方について,天
体の観察,実験などを行い,その結果

や資料を分析 して解釈 し,月 や金星の

運動 と見え方についての特徴や規則

性を見いだ して表現 しているととも

に,探究の過程をふ り返るなど,科学

的に探究している。

生物と環境について,生物 どうしの関

係や,微生物のはたらきを調べる観

察,実験などを行い,自 然界のつ り合

いについて科学的に探究している。

日常生活や社会で使われている物質

について,見通しをもつて観察,実験

などを行い,その結果を分析 して解釈

したり,自 然環境の保全と科学技術の

あ り方について科学的に考察 して判

断したりするなど,科学的に探究して

いる。

科学技術の発展について,見通 しをも

って情報収集や資料調査などを行い
,

その結果を分析 して解釈 し,科学技術

の発展の方向性について根拠にもと

づいて予測しているなど,科学的に探

究レている。

自然環境の調査と環境保全,地域の自

然災害について,身近な自然環境や地

域の自然災害などを調べる調査など

を行い,自 然環境の保全や自然と人間

との関わ り方について科学的に考察

して判断しているなど,科学的に探究

している。

身近な天体 とその運動に関する特徴

に着 目しながら,月 や金星の運動と見

え方についての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているとともに,科
学的に探究するために必要な観察,実
験などに関する基本操作や記録など

の基本的な技能を身につけている。

日常生活や社会と関連づけながら,自

然界のつ り合いについての基本的な

概念や原理・法則などを理解 している

とともに,科学的に探究するために必

要な観察,実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身につ

けている。

日常生活や社会と関連づけながら,さ

まざまな物質 とその利用についての

基本的な概念や原理 ,法則などを理解

しているとともに,科学的に探究する

ために必要な観察,実験などに関する

基本操作や記録などの基本的な技能

を身につけている。

日常生活や社会と関連づけながら,科
学技術の発展についての基本的な概

念や原理・法則などを理解 していると

ともに,科学的に探究するために必要

な資料調査や記録などの基本的な技

能を身につけている。

日常生活や社会と関連づけながら,自

然環境の調査と秦境保全,地域の自然

災害についての基本的な概念や原理・

法則などを理解 しているとともに,科
学的に探究するために必要な資料調

査や記録などの基本的な技能を身に

つけている。

自然 と人

間

2

3

月や金星の運動 と見え方に関する事

物・現象に進んで関わり,見通 しをも

つたりふ り返ったりするなど,科学的

に探究しようとしている。

4.人間と環境



5.持続可能な社会を

めざして ⑨

に捉え,自 然と人間の関わり方につ

いて,科学的に考察して判断する能

力や態度を身につけさせる。

科学技術の発展 と人間生活 との関わ

り方について多面的,総合的に捉え

させ, 自然環境の保全 と科学技術の

利用のあり方について科学的に考察

させ,持続可能な社会をつくること

の重要性を認識 させる。

自然環境の保全 と科学技術の利用

に関する事物・現象に進んで関わり,

見通 しをもつた りふ り返った りする

など,持続可能な社会の構築に向け

て,科学的に探究しようとしている。

自然環境の保全 と朴学技術の利用に

ついて,調査活動や討論などを行い
,

持続可能な社会の構築に向けて,科学

的な根拠にもとづいて多面的・総合的

に考察 して判断 し,行動 しているな

ど,科学的に探究している。

日常生活や社会と関連づけながら,自

然環境の保全 と科学技術の利用につ

いての基本的な概念や原理・法則など

を理解 しているとともに,科学的に探

究するために必要な資料調査や記録

などの基本的な技能を身につけてい

る。



音 楽 表 現 の技 能音 楽 表 現 の創 意 工 夫関 鷲・意 欲・態度

評 価 土写 塗
主 な 学 習 活 動 ・ 内 容小単元。目標単元名

7

月

どト

5

6

7

第【3】 学年 【 音楽 】科学習指導計画

リエンテfション
俯
[知 ]曲想と音楽の構造や歌詞の内容及 [思]旋律,強弱を知覚し,それらの働きが [態 ]、曲想と音楽の構造や歌詞の内
の背景との関わり1こついて理解している。 出す特質や募囲気を感受しながら,知覚したこ

と感受したこととの関わりについて考え,曲に、S、

び由の背景との問わりに関ミをも

創意工夫を生かした表現で歌うた ,音 楽活動を楽しみながら主体的・協

,言葉の発音,身体の使い方な しい歌唱表現としてどのよう1こ 表すかについ 歌唱の学習活動に取り組もうとし

を身に付け,歌唱で表している。
‖

思いや意図をもっている。 いる。

[知 ]曲想と音楽の構造や歌詞の内容及

との関わり1こついて理解している。

技]創意工夫を生かした表現で歌うため

発声,言葉の発音,身体の使い方な 患〕旋律,強弱を知覚し,それらの働きが生 態]※ 由想と音楽の構造や歌詞の内

技能を身に付け,歌唱で表している。
‖

す特質や寡囲気を感受しながら,知覚したこ び曲の背景との関わりに関鳶をも

[知]曲想と音楽の構造との関わり,音楽の 感受したこととの関わり1こ ついて考え,由 にしS、 ,音楽活動を楽しみながら主体的・協

その背景となる歴史との関わりについ に歌唱の学習活動に取り組もうとし

している。 る`。

態]※曲想と音楽の構造との関わり,

歌唱表現をすることに意欲的である。 [思 ]音色,リ ズム,旗律,強 弱,構成を知覚し, 楽の特徴とその背景となる歴史との

らの働きが生み出す特質や寡囲気を感受 りに関越をもち,音楽活動を楽しみ

,知覚したことと感受したこととの関わりに がら主体的・協働的に鑑賞の学習活

:こ 取り組もうとしてヽヽる。てヽ考えるとともに,曲 や演奏に対する評価と

生活や社会における音楽の意味や役

について考え,音楽のよさや美しさを味わっ

いている。 曲種に応じた発生や言葉の特性に留

しながら、工しい音程やリズムで表現

しようとしている。

[知]曲想と音楽の構造や歌詞の内容及 [思]音色,旋律,テクスチュアを知覚し,それら [態 ]※ 曲想と音楽の構造や歌詞の内

との関わり1こ ついて理解している。 きが生み出す特質や寡囲気を感受しながら, 容及び由の背景との問わりに関鷲をも

技]創意工夫を生かし,全体の響 したことと感受したこととの関わりについ ,音 楽活動を楽しみながら主体的・協

声などを聰きながら他者と え,由 に,S、 さわしい歌唱表現としてどのよう に歌唱め学習活動に取り組もうとし

身に付け,歌唱で表している。
W

かにういて思いや意図をもっている。 いる。

御 昌 r花」

合唱 「花の街」 日本の音楽・曲想、歌詞

鑑賞 「ブルタバ」 曲の構成、曲想

テスト

ス ト

合唱 「文化祭への取り組み」 合唱の響き

合唱 「文化祭への取り組み」

「Amazing Grace」

・合唱の響き

・姿勢や呼吸などの基本的なことの確認

・由のまとまり

しい歌唱表現としてどのように表すかにつt

いや意図をもっている。

・世界の歌



2

3

１

２

I

とも「きみと

鯉
　
餌
　
　
　
魏
鎚

合 唱 「文化祭への取り組み」 :合唱の響き

ス ト

・日本の音楽・曲想、歌詞

「卒業式歌の取り組み」・合唱の響き・曲想、歌詞 ・曲の仕組

(式歌、校歌)

「卒業式歌の取り組み」

(式歌、校歌)

の響き 。曲想、歌詞 ・曲の仕組

「世界の諸民族の音楽」 世界の音楽

「卒業式歌の取り組み」・合唱の響き 。曲想、歌詞 ・曲の仕組

[知 ]曲想と音楽の構造や歌詞の内 思]音色,旋律,テクスチュアを知覚し,それら 態]※ 曲想と音楽の構造や歌詞の

曲の背景との関わりについて理解してヽ きが生み出す特質や寡囲気を感受しながら,
び由の背景との関わりに関趙を

覚したことと感受したこととの関わりにつ七 ,音楽活動を楽しみながら主体的

技]創意工夫を生かし,全体の響きや各 え,由 にtS、 さわしい歌唱表現としてどのよう に歌唱の学習活動に取り組もうと

の声などを聰きながら他者と合わせ かについて思いや意図をもっている。 いる。

技能を身に付け,歌唱で表している。
‖

[思]音色,リ ズム,旋律を矢口覚し,それらの働

が生み出す特質や寡囲気を感受しながら,知

したことと感受したこととの関わりについて考え

ともに,生活や社会における音楽の意味や

こついて考え,音楽のよさや美しさを味わって

て`いる。

知]我が国や郷上の伝統音楽及び諸外 態]※我が固や郷上の伝統音楽及

様 な々音楽の特徴と,その特徴から生ま

音楽の多様性について理解している。

国の様 な々音楽の特徴と,

ら生まれる音楽の多様性に関鳶を

音楽活動を楽しみながら主体的

に鑑賞の学習活動に取り組もうとし

るヽ。

唱

奏

斉

合

鑑賞

唱

唱

斉

合

(式歌、校歌 )



第【3】学年 【 美術 】科学習指導計画

評 価 規 準

主体的に学習に取り組む態度

・デザインされた文字やマークのよさ

や美しさを味わい、目的との適合性

や、伝えるための工夫について考え

ることができる。

ポスターに関心を持ち、喜びをもつて

積極的に表現することができる。

思考・半1断・表現

自分の表したいイメージに合つた形や材

料を選択し、意図に応じて自分の表現方

法を追及して創造的に表している。

表現意図に基づき機能を考えて感性豊

かな発想をし、かたちや色の構成などを

工夫して、美しい表現の構想をふかめる

ことができる。

知識・枝能

形や色が環状にもたらす効果や造形

的なデザインをもとに、自分を表す形

や色をイメージし捉えることを理解して

いる。

表現の思いやイメージに応じてさまざ

ま技能や造形感覚を生かし、工夫しな

がら美しく個性的に表現することができ

る。

主 な 学 習 活 動 ・ 内 容

美術の授業への心構えや考え方等の話を聞く。

イニシヤルを活用したモノグラムについて関心を持ち

ポスターの基本的な制作方法や、発想の仕方を理解する

「地域安全」「薬物乱用防止」の中からテーマを選び、夏季

休業中にポスターを制作する。

小単元・目標

美しいについて考

える。

ポスターの基本

単元名

オリエンテー

ション

モノグラム

エンブレムの

デザイン

ポスター制

作に向けて

夏季休業期

間課題ポス

ター

月

4

5

6

7

8



・デザインされた文字やマークのよさ

や美しさを味わい、目的との適合性

や、伝えるための工夫について考え

ることができる。

・主題などを基に伝えたい内容が多く

の人々に分かりやすく、美しさなど

を考えて表現することに関心をもち、

主体的に取り組もうとしている。

造形的なよさや美しさ、描かれた背

景、作者の心情や意図と工夫、美術

が社会に与える影響などを感じ取り

、自分の意見や考えをもつて味わつ

ている。

・主題などを基に想像力を働かせ、石材

の特徴を生かして単純化や省略、強調な

どを考え、創造的な構成を工夫し、心豊

かな表現の構想を練つている。

造形的なよさや作者の心情や意図と表

現の工夫などに関心をもち、主体的に感

じ取ろうとして いる。

創 ・材料や用具、表現方法の特性な

どから制作の順序などを総合的に考え

ながら、見通しをもって表現している。

作品の結かれた背景を知り、作者の思

いを考えることができる

・イメージや伝えたい内容が相手にわかりやすく印象 に残

るよう、形や構成を考え、材料や用具などを工夫して文字

やマーク をデザインする。

・自然物や心のイ メージなどから主題を生み出し、形を単

純化,強調するなどして構想を 練り、材料や用具の生か

し方などを 工夫して創造的に抽象彫刻で表現する。

ピカソの作品の造形的なよさを感じ取り、作者の心情や表

現の意図と創造的な工夫などについて考えるなどして、見

方や感じ方を深め、作品が持つメッセージ考え、平和につ

いて関心を高める。

・デザインされた

象刻の鑑賞 ・文

字やマークのデ

ザイン ・象刻の

印面の制作 ・作

品の相互鑑賞を

行う。

ゲルニカを通して

平和について考

える。

自分の印鑑

を作ろう

ゲルニカ鑑

貝

9

刊O

11

12

1

2

3



第 【 3 】学年 【  保健体育 】科学習指導計画 (年間指導時数  105  時間)

・チームの課題や自己の ・技能の要点 (ド リブ′ス パス、

に適 した翼翻騨郊こ

り組み、ハンドポールの
生かした攻

・個人的技能
・ ドリ:ガル

・パス
・シュート

・集団的技能

。安全に留意しながら、技能の

向上を目指して仲間と協力して

る。また、勝敗に対して

とることができる。

―卜)を理解した課題をもち、
の課題解決を目指した練習が

きる。

・基本的な技能 (ド リブル、パス、シュート)高め、ボールをつない

だゲームを円滑に行うことができる。
・チームの実態に応じた課題の設定と作戦の組み立てが二夫できる。

・ル…ル、競技や審判の方法を理解じすることができる。また、

知識・技能

・基本的な隊形を習得し、集団の一員としての自党をもつこと

ができる。
・集同行動としての規律やマナーを理解しながら、自分の行動を予測する
ことができる。

・体カテストに向けて、最大パフォーマンスを発揮できるよう体調への自

己管理を行うことができる。
・体力の向上を図るための課題を解決するための計画をたてることができ

るも

・測定方法、ルール等を理解して行うことができる。
・体力の向上を図るための行い方を理解し、自分の体力の課題を見つける
ことができる。

・施設・設備、道具を迫切に用いて、送球、捕球及び打撃を円滑に行うこ

とができるЬ
・チームや自分の能力に適した課題の練習やゲームを通して集回的技鰈

(戦術)や個人的技能 (キャッチボール、 トス、パッティング)を高める

ことができる。

・基本的なルールやポジションの役割を理解し、仲間と協力して攻撃や篭

備を二夫することができる。

・基本的な技能 (オーバーパス、アンダーパス、サープ、スパイク及びブ
ロック)高め、ボールをつないだゲームを円滑に行うことができる。

・安全に留意して、各種のルー′吹 各種日のルエル、競技、審判方法を理

解できる。また、チム内での個人の役割を理解しながら行動できる。

思考・判断・表現

・集団行動 のボイン

卜を理解しながら、取り組めてい

るかどうか。

,自 己の体力の現状を踏まえ記

録の軌跡を確認しながら、自己

の体力に関する課題の設定を

行うことができる。
・体力の向上を図るための行い

方や課題解決のための練習計

画を自己分析しながら考えるこ

とができる。

・状況に応じて、ルールを二夫し

り作戦を立て、個人の特性を

した攻撃や守備ができる。
ムのなかでの自分の役割を

することができる。

・技能の要点 (オーパーパス、ア
ンダーパス、サープ、スパイク、

ック)を理解した課題をもち、

その課題解決を目指した練習が

る

・状況にAじて、ル…ルを二夫し

たり作戦を立て、発展的なゲー

や練習を行うことができる。

主体的に学習に取 :〕 孝Eむ鰻虐

・集団としての規律やマナーを

理解しながら、意欲的に取り組

むことができる。

。自己の体力の現状を正しく理

解するための、各種目の取り組

みを意欲的に行うことができる。
・測定にX要な準備や、用具、

場の設定を進んで行うことがで

きる。
・体力の向上を図るための行い

方や課題解決のための練習計
画の立案に意欲的に取り組むこ

とができる。

・撤 設備など安全に留意し

ながら技能の向上を目指し、仲
と協力して練習やゲームの分

意欲的に行うことができる。

また、ルールを把t互 しながら審

などのゲーム運営に積極的

ることができる。

・安全に留意しながら自分に通
した目標を設定し、技能の向上

を目指して仲間と工夫して意欲

的に練習やゲームができる。ま

た、ルールを把握しながら審判

などのゲーム運営に積極的に

関わることができる。

主 な 学 習 活 動 。内 容

・二列横隊
・ 蜘

・ 50m走
・立ち幅跳び

・ 20mシャトルラン

・上体おこし
。握カ
・謝 前屈
。ボール投げ
・反復横跳び

・班別練習
・ゲーム分析
・審判法
・ゲーム

。個人的技能
。キャッチボー

"レ・ トス
・バッティング

・集目的技能
・ティーボールゲーム

・ゲーム

・個人的技能
・オーバーパス

・アンダーパス
・サープ
・スパイク
・プロック

・集回的技能
・ =段手女撃
・ローテーシヨン

小単元 。日標

・集団としての規律やマナ
ー、公正な態度を身につ

ける。

。自己の体殉の現状を正

しく把握し、生涯スポーツ

の実践や体力づくりの基

礎を養う。
・体力の向上を図るため

の行い方を理解し、課題

解決するための練習計画
の見通しをもうことができ

る。

・集団的技能や個人的技
した儲 を

たて、ゲームのルールを
して、よりまいゲーム

づくりを行うことができる。

・チームの実態に応じた作

槻をたててゲームを楽し

む事ができる占

単元名

【集同行動】

【新体カテ
スト】

【ソフトボー

男女

【パレーボ
ール】

月

4

5

6

9

【ハンドボー

工夫して行うことがで ・チーム内の役割を果たし、仲



きる。 。ゲーム

<倍考>保健は年間を通して適時実施する。

体ほぐしの運動は、各単元にしS、さわしい運動や準備体操を適時実施する

と協力して教えあい、楽しくゲ

ムができる。

ム内での個人の役割を理解しながら行動できる。

・健康な生活と病気の予防についての実践方法を習得することができる。

・健康な生活と病気の予防について、課題解決に役立つ知識を身につける

ことができる。

。新しい技に挑戦し、繰り返し練習することで、技をよりよくできるよう
になる。

・よりよい技を身につけるために合理的な練習方法や場の設定を理解でき

る。

・自分の能力に適した技能のポイントをつかみ、技能を高め競技したりま

録を高めたりすることができる。

・安全に留意して、各種のルー′吹 Я蹴気 審判方法を理解できる。
・自分の能力に適した課題の選び方、それにあわせた練習方法や競技の相

方を理解し、知識を身につけることができる。

・技能の要点 (ド リブ
"吹

パス、
― 卜、 トラツプ)を理解 し

る。

・技能の要点 (ド リブ
"吹

パス、
― 卜、ピボット)を理解し

をもち、その課題解決を目指し

る。

・安全に留意しながら、技能の

を目指して仲間と協力して

る。また、勝敗に対して

をとることができる。

。基本的な技能 (ド リブ′吹 パス、シュート、ピボツト)高め、ボー

だヽゲームを円滑に行うことができる。

を理解しながら行動できる。

・基本的な技能 (ド リブル、パス、シュート、 トラップ)高め、
だヽゲームを円滑に行うことができる。

。ルール、競技や審判の方法を理解しすることができる。また、

を理解しながら行動できる。

・安全に留意しながら、技能の

を目指して仲間と協力して

る。また、勝敗に対して

とることができる。

・チーム内の役割を果たし、仲

もち、チームの作戦をたてな

らその課題解決を目指した練

・チームの実態に応じた評通の設定と作戦の組み立てが工夫できる。

・ルール、競技や審判の方法を理解しすることができる。また、チー

と協力して教えあい、楽しくゲ
ムができる。

・健康の保持増進のために養

要な課題を発見したり、調べた

り、考えや意見をまとめて雑

することができる。

・健康な生活と病気の予防につ

いて、自分の知識や日常生活を

振り返り、課題を見つけることが

できる。

・自分の目標を設定し、仲間と

陳習を工夫したり、活発に練習
を積み重ねたりして、高めあう事

ιヾできる。

・自分の目標を持って、仲間と高

ことができる。
練習や発表を二夫する

・自分の日標を設定し、仲間と

きる。

して技をより良くしたり、新
しい技を習得して互いに発表や

をしながら高め合うことがで

・傷害の防止

・健康な生活と病気の予防

・持久走
・測定と自己分析

・個人的技能
・ ドリブル

・パス

・シュー ト

・ トラツプ

・個人的技能
・ ドリ:ガル

・パス
・シュート
・ピボット

・集団的技能
。ゲーム

・マット

1)各種の技の練習
2)各自の課題別学習

3)連続技作成

4)蝉 雑
・副ヒび箱

1)各種技の練習
2)維

・健康な生活と疾病の予

防について理解し、健康

な日常生活を送るための

望ましい行動や調和のと

れた生活習慣を身につけ

ることができる。

・走る速さを競い合った

り、自己の記録を高めたり

するために、記録を振り返

りながら自己分析を行うな

ど仲間と協力して課題解

決できる。

・チームの課題や自己の

に通した課翻船央しこ

り組み、サツカーの集団

を生かした攻防を

して行うことができ

・チームの課題や自己の

に適した課翻船央ιこ

り組み、パスケツトボー

工夫して行うこと

・チームの実態に応じた作

たててゲームを楽し

る。

る。

生かし

脚 の特性を味わ
い、個々の技を正確にで

きるようにするとともに、自

己の課題を設定しその課

題を仲間と協力して解決

することができるようにす

る。

【保健】
男女

男女

【サツカー】

男女

【バスケット
―ル】

男女

【
―

】

【陸上】
男女

５

一一

３

2

11

12

l



第【3】学年 【 キ支術 】科学習指導計画

評 価 規 準

主体的に学習に取り組む態

度

進んで情報の 技術に関わり,主

体的 に理解し,枝能を身につけ

ようとしていると

身の回りの機器の計測制御の仕

組みを考えることができる。

問いに対して積極的に考えること

ができる。

身の回りの機器の計測制御の仕

組みを考えることができる。

学んだことを生活に生かすことが

できる。

自分なりの新 しい考え方や捉え

方 によつて知的財産を 創造し,

他者の考え 方や捉え方も知的

財産として尊重し,またそれらを

保護・活用 しようとしている

学んだことを生活に生かすことが

できる。

自らの問題解 決とその過程を振

り返り,よりよいものとなるよう他

者と協働して粘り強く改善・修正

しようとしている

自らの問題解 決とその過程を振

り返り,よりよいものとなるよう粘

り強く改善・修正 しようとしている

思考・判断・表現

身の回りの機器の計測制御の仕

組みを考えることができる。

身の回りの機器の計測制御の仕

組みを考えることができる。

仕組みやその工夫について考え

ることができる。

仕組みやその工夫について考え

ることができる。

モラルを守る必要性を考えること

ができる。

知的財産の必要性を考えること

ができる。

身近な実例をもとに情報が与え

る影響を考えることができる。

設計・計画に照らして,制作の過

程を評価,改善及び修正している

課題を解決す るために,条件を

踏まえて適切なメディア を選択し

,構想を具 体化して設計や計

画をまとめている。

知識 `技能

計測・制御の 仕組み等の原理

法則を理解している。

身の回りの機会のプログラムを

考えることができる。

コンピュータの構成と,コンピュー

タが情報を処理する仕組みにつ

いて理解している。

情報通信ネットワークの構成と,

情報 を利用するための基本的な

仕組みについて理解している。

情報を利用する際に心がけるベ

きことを知る。

知的財産の種類を知る。

情報を安全に利用する方法がわ

かる。

プログラミングソフトの基本的な

操作方法がわかる。

設計の考え方や手順を理解して

いる

主 な 学 習 活 動・ 内 容

・計測・制御システムの基本的な構成と情報

の流れを知る。

・計測制御システムにおけるコンピュータの役

割を知る。

・身の回りの機械が動く仕組みを考え、プログ

ラムを作成する。

・コンピュータが情報を処理する仕組みについ

て知る。

・情報通信ネットワークの仕組みについて知

る。

・事例を基にして、情報技術を利用するには

どんなことを心がければよいかを考える。

・知的財産権の種類と内容を知る。

・なぜ知的財産権を守る必要があるかを考え

る。

・情報技術の特性を理解し、情報が社会に与

える影響を知る。

プログラミングソフトを使つて制作を行う。

powerpdntと excdの活用方法を知る。

表現方法を工夫してスライドを作成する。

工夫した点を説明する。

小単元・目標

□計測・制御の仕組みを

知る。

□身の回りの計測。制御シ

ステムについて知る。

ロコンピュータが情報を処

理するしくみを知る。

□情報通信ネットワークの

しくみを知る。

□情報伝達の安全性とマ

ナーを考えて,日 常の生

活に生かす。

□知的財産権の種類と内

容を知る。

□情報を安全に利用する

ための考え方を身に付け

る。

ロプログラムを作る。

□内容をわかりやすく伝え

る作品を作る。

単元名

計測・制

御

計測・制

御プログ

ラム

コンピュ

ータの仕

組み

情報通信

ネ ッ トワ

ークの仕

組み

情報モラ

ジレ

知的財産

権

情報セキ

ュリティ

制作

デジタル

作品

月

4

5

5

6

6

7

7

9

11

12

～ 2



第【 3 】学年 【  家 庭  】科学習指導計画
評   価   規   準

技能・知識・理解

・自分の幼児期をふり返り、多くの友達に

それを紹介できる
。自分の幼児期について思い出し、どれだ

け多くの人に支えられ成長してきたのか

が分かる

・幼児の発達過程順に並べることができ

る・幼児期の運動機能、生理的機能の

発達について理解できる。

・発達に個人差があることを理解できる

・遊びの種類によって育つ能力が分かり、

友達同士で関わつて遊ぶことの大切さを

理解する

・遊びと心身の発達について、整理するこ

とができる

・幼児への言葉がけを工夫している

・幼児との適切なかかわり方が分かる

・幼児のT日 の活動と気持ちなどが理解

できる

・幼児との触れあいを通して、幼児の生活

習慣や遊び、関わり方が理解できる

思考・判断・表現

・自分の成長には多くの人が関わつ

ていることに気づく    ‐

・自分の成長過程を振り返ることが

できる

安全で興味が持てる楽しいおもちゃ

を考えようとしている

幼児の発達段階を考え、興味関心

や遊び方について考え工夫してい

る

・幼児の遊びを年齢や遊びの種類に

応じて工夫しようとしている

・幼児と関わるための準備や幼児と

関わるときの配慮ができる

・体験を通して学んだことを生活に活

かすことができる

主体的に学習に取り組む態度

自分の幼いころについて思い出

し、自分を支えてくれた家族やそ

れに関わる人々の気持ちを考え

ようとしている

幼児期の体の発達について関

心をもち、意欲的に学ぼうとして

いる

・幼児の遊びどのようなものがあ

るか意欲的に考えようとしている

・幼児の遊び場について考えよう

としている

`保育実習に関心をもっている。

・幼児のおもちゃづくり1こ 関心をも

つている。

・幼稚園の先生方のアドバイスを

参考に幼児とのかかわり方をエ

夫しようとしている

主 な 学 習 活 動・ 内 容

・自分の幼児期を思い出したり、身近な

幼児に目を向けてみる

・幼児期の発達の特徴を知り、一人一

人に個性があり、発達には個人差が

あることに気づく

・幼児の基本的生活習慣と社会的生活

習慣の習得について考える

・幼児の遊びの時間や遊びの意味を考

える

・幼児の遊びにはどのようなものがある

のか考える

・幼児の関心を引くような名札を作る。

・牛平レミックなどを使つたおもちゃをつく

る

幼児の遊ぴ場所と危険性を考える

幼児を支援する様々な施設や整備を

知る

小単元・目標

・幼児期を振り返ることができ

る

・自分の成長を振り返ること

によつて家族や多くの人々

に支えられてきたことに気づ

く

・幼児の心身の発達の特徴を

知ろう
。幼児期の体の発達の特徴を

理解することができる

・幼児の生活と遊ぴを知るこ

とができる

・幼児にとっての遊びの意義

について考えることができ

る。

・名札製作

・遊び道具製作

体験学習をとおして課題を

持つて幼児と直接かかわる

ことができる

(幼稚園訪間の計画→体験・

観察→評価・反省の体験レポ

ート作成)

単フE名

幼

児

の

生

活

と

家

族

月

4

5

6

7

9

10

14



・安全や衛生に配慮して調理することがで

きる。・幼児のおやつについて配慮すべき

点を説明できる。

消費者被害の背景とその対応について

理解できる

消費者の権利と責任について理解でき

る

・幼児が喜ぶおやつを工夫する。

・学習したことを活かし消費者トラブ

ルを防ぐ工夫した標語を作成するこ

とができる   、

・消費トラブルに合わないため対策

や撃退法を考えることができる

対象児童を想定し、おやつの調

理に取り組もうとしている。

・消費者被害への対応について、

課題の解決に主体的に取り組も

うとしている。

・ロールプレイングに積極的に参

加することができる

幼児のおやつの特徴を考える。

・販売方法や支払い方法えを知る

・消費者トラブルの例を考える。

・ロールプレイングで体験する。

・自分の消費生活の課題に気づき、そ

の解決方法を考える

・幼児のおやつを工夫するこ

とができる

・間食の大切さを考え、幼児

にふさわしいおやつをつくる

ことができる

・消費者として自覚を持つこと

ができる

・販売方法と支払い方法を理

解できる

・消費者トラブルの種類を知

る

・消費者トラブルの解決方法

を考えることができる

・消費者の権利と責任ついて

知る

,肖

費

生

活

と

環

境

12

1

2

3



第【 3 】学年 【 豪二言吾 】科学習指導計画

評 イ西 規 準

主体的に学習に取り組む態度

行つてみたい国とそこで話されている言語に
ついて伝え合つたり書いたりするために,世
界の言語について書かれた文章の情報を読
み取ろうとしている。

英語の語いや表現を増やすために,英語の

語の仕組みや性質についての知識を活用し
ようとしている。

人々を絹びつけるスボーツの力について理
解するために,障がい者スポーツについて書
かれた文章の概要を提えたり,日 本を楽しん
でもらうために,経験にもとづいて相手に合つ
たプランを伝えたりしようとしている。

好きな有名人などに自分の気持ちや感想を
伝えるために,表現方法を工夫しながら,ファ
ンレターを書こうとしている。

自分の意見を考えて述べるのに必要な情報
を理解するために,修学旅行で行きたい場所
についてのディスカッションを聞いて,要点を
聞き取ろうとしている。

思考・判断・表現

行つてみたい国とそこで話されている言語に

ついて伝え合つたり書いたりするために,世

界の言語について書かれた文章の情報を読

み取つている。

人々を結びつけるスボーツの力について理
解するために,障がい者スポーツについて書
かれた文章の概要を捉えたり,日 本を楽しん
でもらうために,経験にもとづいて相手に合つ
たプランを伝えたりしている。

好きな有名人などに自分の気持ちや感想を
伝えるために,表現方法を工夫しながら,ファ
ンレターを書いている。

自分の意見を考えて述べるのに必要な情報
を理解するために,修学旅行で行きたい場所
についてのディスカッションを聞いて,要点を
聞き取つている。

知識・技能

[知訓 受け身の文の形・意味・用法を理解し
ている。[枝能]受け身などの理解をもとに,

あるテーマについて書かれた文章の内容
を読み取つたり,行つてみたい国とそこで
話されている言語について伝え合つて書い
たりする技能を身につけている。

[知識]現在完了形 (経験用法)を用いた文,S
VOC(C=形容詞),SVOO(that節 )の文の

形・意味・用法を理解している。

[枝能]現在完了形 (経験用法),SVOC(C=
形容詞),SVOO(that節 )の文の理解をも

とに,これまでの経験や人の気持ちの変
化などについて,伝え合う技能を身につけ
ている。

[知識]手紙を書く際の基本的な構成や表現
を理解している。

[技能]手紙を書く際の基本的な構成や表現
を用いて,好きな有名人などに向けて,自
分の気持ちや感想を伝える手紙を書く技
能を身につけている。

[知識]話の流れを示す語旬の意味や働きを

理解している。

[技能]話の流れを示す語句の意味や働きの
理解をもとに,ディスカッションを聞いて内
容を聞き取る技能を身につけている。

主 な 学 習 活 動 i内 容

[題材内容]

世界の言語

[言語材料]

受け身

[言語の働き]

質問する,説明する

[学習内容]

英語の語の仕組みや性質

[題材内容]

スボーツ

[言語材料]

現在完了形(経験用法)を用いた文,SVOC
(C=形容詞),SVOO(that節 )

[言語の働き]

質問する,発表する,

説明する,繰り返す,招待する

[学習内容]

気持ちを伝えるために,表現方法を工夫し

ながらファンレターを書く。

[学習内容]

ディスカッションを聞き,自 分の意見を考え

るのに必要な情報を理解する。

小単元・目標

これまでに学んだことを使つ

て,世界で話されている言

語について書かれたレポー

トの情報を読み取つたり,行

つてみたい国とそこで話され

ている言語について伝え合

って書いたりすることができ

る。

英語の語いや表現を増や

すために,英語の語の仕組

みや性質について知る。

障がい者スポーツについて

の理解を深め,人々を結び

つけるスポーツの力につい

て考える。

これまでに経験したことにも

とづいて,相手に合つたプラ

ンを伝えることができる。

気持ちを伝えるために,表

現方法を工夫しながらフ

アンレターを書くことがで

きる。

ディスカッションを聞き,自

分の意見を考えるのに必要

な情報を理解することがで

きる。

単元名

Unit 0

Three

interesting

Facts

about

Languages

学び方コ

ーナー①

Unit l

Spotts for

Everyone

Let's

wnte l

有名人へ

の手紙

Let's

Listen l

Unit 2

Haiku in

English

月

4

5

海外でも愛される日本の伝 [題材内容]

統文化の魅力を知り,言語 俳句

や文化のちがいについて考

[知訓 現在完了形 (完 了・継続用法),現在

完了進行形を用いた文の形・意味・用法を

理解している。

や文化について書かれた文章の概要を提え
たり,お互いのことを知るために,好きなこと
や取り組んできたことについてたずねたり伝

日本の伝統文化の魅力を知るために,言語

や文化について書かれた文章の概要を捉え

たり,お互いのことを知るために,好きなこと

化 に ,

える。

[言語材料]

たりしている。



や取り組んできたことについてたずねたり伝

えたりしようとしている。

初対面の場面で歓辺の気持ちを伝えられる
ように,相手の状況に配慮しながら言葉をか

けたり,相手に質問したり答えたりしようとし
ている。

生態系に起こつている問題を知るために,人

間と環境の関係について書かれた文章の概

要を読み取つたり,生物同士の関係性を整理

し,情報を伝え合つたり書いたりしようとして

いる。

話し手の伝えたい内容を理解してまとめるこ

とができるように,社会的な話題についての

講演を聞いて要点を捉えようとしている。

環境問題と私たちの生活について考えるた

めに,絶減のおそれのある動物について書

かれた文章の概要を捉えたり,現状や自分

の考えを書いたりしようとしている。

社会的な話題に関しての英文について意見

を伝えられるように,賛成か反対か自分の立

場を決めて,その理由や根拠を整理し,投稿

文を書こうとしている。

初対面の場面で歓迎の気持ちを伝えられる
ように,相手の状況に配慮しながら言葉をか

けたり,相手に質問したり答えたりしている。

生態系に起こつている問題を知るために,人

間と環境の関係について書かれた文章の概

要を読み取つたり,生物同士の関係性を整理

し,情報を伝え合つたり書いたりしている。

話し手の伝えたい内容を理解してまとめるこ

とができるように,社会的な話題についての

講演を聞いて要点を捉えている。

環境問題と私たちの生活について考えるた
めに,絶減のおそれのある動物について書
かれた文章の概要を提えたり,現状や自分
の考えを書いたりしている。

社会的な話題に関しての英文について意見

を伝えられるように,賛成か反対か自分の立

場を決めて,その理由や根拠を整理し,投稿

文を書いている。

[技能]現在完了形(完 了・継続用法),現在完

了進行形を用いた文の理解をもとに,現在

まで続いている状態や動作について理解

したり伝えたりする技能を身につけている。

[知識]歓迎の気持ちを伝える表現の意味や

働きを理解している。

[技能]初対面の場面で,歓迎の気持ちを伝
える表現を用いて言葉をかけたり,相手に
質問したり答えたりする技能を身につけて
いる

[知識]現在完了形,現在完了進行形を用い

た文の形・意味・用法を理解している。

[技能]現在完了形や現在完了進行形を用い

て,これまでの経験や,過去から現在へとつ

ながる状態や動作を伝える技能を身につけ

ている。

[知識]食べ物の白来や食物連鎖に関する語

句の意味や働きを理解している。[技能]食べ

物の由来や食物連鎖に関する語句の意味や

働きの理解をもとに,生態系について伝え合

つたり書いたりする技能を身につけている。

[知識]長い話を聞くときのメモの取り方を理解

している。

[技能]長い話を聞くときのメモの取り方の理

解をもとに,講演を聞いて内容を聞き取る技

能を身につけている。

[知 識](■ 偽 i(for+(人 など))+to)の文 ,

(want十 (人など)+to〉 やく睦t[help]+(人

など)+動詞の原形〉を用いた文の形・意

味・用法を理解している。
[技能](R偽 ¨(for+(人など))+to)の文 ,

(want+(人 など)+to〉 やく皓t[hdp]十 (人

など)+動詞の原形)を用いた文の理解を
もとに,自分たちにとって大切なことやだ
れかにしてほしいことついて伝え合う枝能
を身につけている。

E知識]自 分の意見とその理由や根手処を書く
ための基本的な構成や表現を理解してい
る。

[技能]社 会的な話題に関する英文を読ん
で,理由や根拠を述べるための基本的な
構成や表現を用いて,自 分の意見を書く
技能おユ身につけているぉ

現在完了形(完了・継続用法),現在完了進

行形[言語の働き]

質問する,報告する,相づちを打つ,説明

する

[学習内容]

初対面の相手に配慮しながら,歓迎する気

持ちを伝える。

[学習内容]

現在完了形,現在完7進行形

[学習内容]

人間と環境の関係を考えるために,食物連

鎖や生態系について整理し,情報をやり取

りしたり書いたりする。

[学習内容]

社会的な話題に関する講演を聞き,話し手

の伝えたい内容を理解する。

[題材内容]

絶減危惧種の動物

[言語材料]

(比 倦 ¨(for+(人 など))+to)の 文,(want

十(人など)+to〉やくにt[hdp]十 (人など)

十動詞の原形

[言語の働き]

説明する,質問する,賛 成する,意 見を言

う,さそう

[学習内容]

社会的な話題について,理由や根拠を含め

て自分の意見を書く。

ずつと好きなことや,これま

で取り組んできたことについ

て伝え合うことができる。

初対面の相手に配慮しなが

ら,歓迎する気持ちを伝え

ることができる。

現在完了形,現在完了進行

形を用いた文の形・意味・用

法を復習し,理解を確かめ

る。

人間と環境の関係を考える

ために,食物連鎖や生態系

について整理し,情報をや

り取りしたり書いたりするこ

とができる。

社会的な話題に関する講演

を聞き,話し手の伝えたい

内容を理解することができ

る。

世界の絶滅のおそれのある

動物について知り,自分

たちにできることを考え

る。自分の意見や考え

を加えて記事を書くこと

ができる。

社会的な話題について,理

由や根拠を含めて自分の意

見を書ぐことができる。
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for
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Let's

Listen 2
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部活動や委員会などの活動について知つて

もらうために,活動報告の構成を理解したう

えで,経験やほかの人へのメゥセージを即興

で話したり,内容についてのやり取りや原稿

の推敲を通してまとまりのある文章を書いて

発表したりしようとしている。

気持ちをこめて音読することができるように,

背景知識を使い,物語の流れに沿つた場面

の変化や登場人物の心情が書かれた文章

の概要を捉えようとしている。

部活動や委員会などの活動について知って

もらうために,活動報告の構成を理解したうえ

で,経験やほかの人へのメッセージを即興で

話したり,内容についてのやり取りや原稿の

推敲を通してまとまりのある文章を書いて発

表したりしようとしている。

どう行動すればよいかを理解して人に伝えら

れるよう1こ ,災害情報を聞いて必要な情報を

聞き取ろうとしている。

防災への意識を高めるために,外国人の体

験談や外国人支援について書かれた文章の

要点を提えたり,標識が何を意味しているか

について話したり書いたりしようとしている。

部活動や委員会などの活動について知つて

もらうために,活動報告の構成を理解したう

えで,経験やほかの人へのメッセージを即興

で話したり,内容についてのやり取りや原稿

の推敲を通してまとまりのある文章を書いて

発表したりしている。

気持ちをこめて音読することができるように,

背景知識を使い,物語の流れに沿つた場面

の変化や登場人物の心情が書かれた文章

の概要を提えている。

部活動や委員会などの活動について知って

もらうために,活動報告の構成を理解したう

えで,経験やほかの人へのメッセージを即興

で話したり,内容についてのやり取りや原稿

の推敲を通してまとまりのある文章を書いて

発表したりしている。

どう行動すればよいかを理解して人に伝えら

れるよう1こ ,災害情報を聞いて必要な情報を

聞き取つている。

防災への意識を高めるために,外国人の体

験談や外国人支援について書かれた文章の

要点を提えたり,標識が何を意味しているか

について話したり書いたりしている。

[知調 不定詞を用いた文の形・意味・用法を

理解している。

[技能]不定詞を用いて,人にしてほしいこと

やI人にとつて大切なことなどを伝える技能を

身につけている。

[知識]Un花 3までの学習事項を用いた文の形

・意味・用法を理解している。[技能]Un化 3まで

の学習事項を用いて,活動報告の構成を理

解したうえで,自分の経験やほかの人へのメ

ッセージを即興で話したり,まとまりのある文

章を書いて発表したりする技能を身につけて

いる。

[知識]場面や人物の心情を表す表現を理解

している。

[技能]場面や人物の心情を表す表現の理解

をもとに,物語の流れに沿つて場面の変化や

登場人物の心情を読み取る技能を身につけ

ている。

[知識]Un■ 3までの学習事項を用いた文の

形・意味・用法を理解している。

[技能]Unた 3までの学習事項を用いて,活

動報告の構成を理解したうえで,自分の経験

やほかの人へのメッセージを即興で話した

り,まとまりのある文章を書いて発表したりす

る技能を身につけている。

[知識]未知語に対応して内容を聞き取る方法

を理解している。

[技能]未知語に対応して内容を聞き取る方法

の理解をもとに,災害情報を聞いて内容を

聞き取る技能を身につけている。

[知制 間接疑問文と SVOO(what節 )の文 ,

現在分詞・過去分詞を用いた文の形・意味・

用法を理解している。

[枝能]間接疑間文と SVOO(what節 )の文 ,

現在分詞・過去分詞を用いた文の理解をもと

に,どこにあるか,どのように行動するかなど

を伝え合つたり,言葉に情報を加えて説明し

たりする技能を身につけている。

[学習内容]

不定詞

[学習内容]

パラグラフの構成の仕方

[学習内容]

物語を読んで,場面の変化や登場人物の

心情などを理解し,気持ちをこめて音読す

る。

[学習内容]

既習事項の総復習

Word Room(学 校での活動,経験 )

[学習内容]

災害情報を間き,どう行動すればよいかを

理解する。

[題材内容]

防災

[言語材料]

間接疑問文と SVOO(what節)の文,現在

分詞・過去分詞

[言語の働き]

質問する,説明する,礼を言う,報告する,

描写する

不定詞を用いた文の形・意

味・用法を復習し,理解を確

かめる。

パラグラフの構成の仕方を

理解する。

これまでの経験をふり返っ

て活動報告を発表するこ

とができる。

これまでの経験をふり返つ

て活動報告を発表するこ

とができる。

物語を読んで,場面の変化

や登場人物の心情などを

理解し,気持ちをこめて

音読することができる。

災害情報を聞き,どう行動

すればよいかを理解するこ

とができる。
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困つている相手に対して状況に合つた手助け

ができるように,相 手の立場に立った具体的

な提案を申し出たり,相手からの質問に答え

たりしようとしている。

選挙と投票について考えを深めるために,投

票率に関する資料から読み取つた情報を伝

え合つたり,身近な話題について公約を考え

て発表したりしようとしている。

自分の言葉で説明できるよう「こ,ニュースや

国の紹介のテレビ番組の音声を聞いて,概

要や要点を捉えようとしている。

平和や人権の大切さを考えるために,ガンデ

ィーの生涯と功績について書かれた文章の

概要を捉えたり,あこがれの人物を紹介した

りしようとしている

興味を持つた話題を人に伝えることができる

ように,資料から読み取つた情報について,

事実と意見とを整理し,まとまりのあるレポー

トを書こうとしている。

日本を訪れる人に日本の魅力を知ってもらう

ために,日 本や郷上の文化について書かれ

た文章を読んだり質問し合つたりして,詳しい

情報を加えながらまとまりのある文章を書い

て紹介しようとしている。

困ρている相手に対して状況に合つた手助け

ができるよう「こ,相手の立場に立った具体的

な提案を申し出たり,相手からの質問に答え

たりしている。

選挙と投票について考えを深めるために,投

票率に関する資料から読み取つた情報を伝

え合つたり,身近な話題について公約を考え

て発表したりしている。

自分の言葉で説明できるように,ニュースや

国の紹介のテレビ番組の音声を聞いて,概

要や要点を捉えている。

平和や人権の大切さを考えるために,ガンデ

ィーの生涯と功績について書かれた文章の

概要を捉えたり,あ こがれの人物を紹介した

りしている。

興味を持つた話題を人に伝えることができる

ように,資料から読み取つた情報について,

事実と意見とを整理し,ま とまりのあるレポー

トを書いている。

日本を訪れる人に日本の魅力を知ってもらう

ために,日 本や郷上の文化について書かれ

た文章を読んだり質問し合つたりして,詳しい

情報を加えながらまとまりのある文章を書い

て紹介している。

[知識]手助けを申し出る表現の意味や働きを

理解している。

[技能]困つている相手に対して,手助けを申

し出る表現を用いて言葉をかけたり,相手か

らの質問に答えたりする技能を身につけてい

る。

[知 識]選挙や投票に関する語句の意味や働

きを理解している。

[技能]選挙や投票に関する語旬の意味や働

きの理解をもとに,対話や資料からの情報を

整理し,自分の意見を伝え合う技能を身につ

けている。

[知識]ニュースや国の紹介で使われる表現

の意味や働きを理解している。

[技能]ニュースや国の紹介で使われる表現

の意味や働きの理解をもと1こ ,テレビ番組の

音声を聞いて内容を聞き取る技能を身につ

けている。

[知 識]名 詞を修飾する文と,関係代名詞

who,that[whtth](主 格・目的格)を用いた文

の形・意味・用法を理解している。

E技 能]名 詞を修飾する文と,関係代名詞

who,that[whbh](主 格・目的格)を用いた文

の理解をもとに,言葉に詳しい情報を加えて

説明する技能を身につけている。

[知識]事実や意見を書くときの基本的な構成

や表現を理解している。

[技能]事実や意見を書くときの基本的な構成

や表現の理解をもとに,資料から読み取つた

情報についてレポートを書く技能を身につけ

ている。

[知 識]後置修飾を用いた文の形・意味・用法

を理解している。

[技能]後置修飾を用いて,情報を加えて説明

する技能を身につけている。

[知識]Un■ 5までの学習事項を用いた文の形

・意味・用法を理解している。[技能]Un■ 5ま

での学習事項を用いて,日 本や郷上の文化

について書かれた文章を参考にしたりやり取

りをしたりすることで,詳しい情報を加えなが

ら紹介文を書く技能を身につけている。

[学習内容]

相手の立場に立って,具体的な提案をしな

がら申し出たり応じたりする。

[学習内容]

選挙と投票について考えを深めるために,

投票率に関する資料から読み取つたことを

伝え合ったり,身近な話題について公約を

考えて発表したりする。

[学習内容]

ニュースなどのテレビ番組の音声を聞い

て,概要や要点を理解する。

[題材内容]

ガンジ〒

[言語材料]

名詞を修飾する文と,関 係代名詞 who,

that[wttch](主 格・目的格)

[言語の働き]

発表する,説明する.褒める,繰り返す,相

づちを打つ,描写する,質問する

[学習内容]

資料から読み取つた情報について,事実と

意見をわけて書く。

[学習内容]

後置修飾

[学習内容]

日本や郷上の文化などを紹介する文を,詳

しい情報を加えながら書く。

防災・安全への関心を高

め,地域の一員として防災

に取り組む意識を持つ。

選挙と投票について考えを

深めるために,投票率に関

する資料から読み取つたこ

とを伝え合つたり,身近な話

題について公約を考えて発

表したりすることができる。

ニュースなどのテレビ番組

の音声を聞いて,概要や要

点を理解することができる。

ガンディーの功績を知り,平

和や人権の大切さを考え

る。

人やものについて詳しい情

報を加えて説明することが

できる。

資料から読み取つた情報に

ついて,事実と意見をわけ

て書くことができる。

後置修飾を用いた文の形・

意味・用法を復習し,理解を

確かめる。

日本や郷上の文化などを紹

介する文を,詳 しい情報を

加えながら書くことができ

る。
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働く人へのインタビューを理解して質問を考

えられるように,人物の経歴を聞いて概要を

捉えようとしている。

目をこえて助け合う大切さを理解するため

に,国際社会の状況について書かれた文章

の概要を捉えたり,意見や感想を伝えたりし

ようとしている。

議論を通して考えを深めることができるよう

に,食品の選択について,これまで読んだ内

容や自分の考えを整理して,相手の意見を

受けて主張を述べ合おうとしている。

スピーチができるようになるために,友達の

中学校生活の思い出についてのスピーチを

聞いて,概要を捉えようとしている。

物事を論理的・多面的に考えて説得力のある

主張ができるようになるために,社会的な話

題について書かれた文章を参考に,賛成・反

対の立場を決めてグループでディベートを行

い,論点に沿つた主張をしようとしている。

自分にできることや感想などを述べることが

できるよ引こ,様々なエネルギー問題につい

て書かれた説明文の概要を捉えようとしてい

る。

働く人へのインタビューを理解して質問を考

えられるように,人物の経歴を聞いて概要を

提えている。

国をこえて助け合う大切さを理解するため

に,国際社会の状況について書かれた文章

の概要を提えたり,意見や感想を伝えたりと

している。

議論を通して考えを深めることができるよう

に,食品の選択について,これまで読んだ内

容や自分の考えを整理して,相手の意見を

受けて主張を述べ合つている。

スピーチができるようになるために,友達の

中学校生活の思い出についてのスピーチを

聞いて,概要を捉えている。

物事を論理的・多面的に考えて説得力のある

主張ができるようになるために,社会的な話

題について書かれた文章を参考に,賛成・反

対の立場を決めてグループでデイベートを行

い,論点に沿つた主張をしている。

自分にできることや感想などを述べることが

できるように,様々な手ネルギー問題につい

て書かれた説明文の概要を捉えている。

[知識]時系列で経歴を伝える表現の意味や

働きを理解している。

[枝能]時系列で経歴を伝える表現の意味や

働きの理解をもとに,インタビューを聞いて内

容を聞き取る技能を身につけている。

[知識]仮定法と主語を説明する関係代名詞

を用いた文の形・意味・用法を理解している。

[技能]仮定法と主語を説明する関係代名詞

を用いた文の理解をもとに,現実とは異なる

願い事や架空の話などを伝える技能を身に

つけている。

[知識]賛成や反対とその理由を述べる表現

の意味や働きを理解している。

[技能]食品の選択について,これまで読んだ

内容や自分の考えを整理して,賛成や反対と

その理由を述べる表現を用いて,主張を伝え

合う技能を身につけている。

[知識]仮定法を用いた文の形・意味・用法を

理解している。

[技能]仮定法を用いて,願いや現実とは異な

ることを伝える技能を身につけている。

[知訓 スピーチの構成を理解している。

[技能]スピーチの構成の理解をもとに,中 学

校生活の思い出について,スピーチを聞いて

内容を聞き取る技能を身につけていると

[知識]Un■ 6までの学習事項を用いた文の形

・意味・用法を理解している。[技能]Unた 6ま

での学習事項を用いて,ある論題にういて賛

成・反対の立場を決めて,主張とその理由を

明確にしながら,意見を伝え合う技能を身に

つけている。

[知識]長所と短所を比較して述べる文章の構

成を理解している。

[技能]長所と短所を比較して述べる文章の構

成の理解をもとに,エネルギー問題について

書かれた文章の内容を読み取る技能を身に

つけている。

[学習内容]

人物の経歴を聞いて,概要を理解する。

[題材内容]

国際協力

[言語材料]

仮定法と主語を説明する関係代名詞

[言語の働き]

仮定する,説明する,質問する.相づちを打

う,繰り返す,発表する

[学習内容]

相手の意見を受けて自分の主張を述べる。

[学習内容]

仮定法

[学習内容]

スピーチを聞いて,話の概要を理解する。

[学習内容]

主張とその理由を明確にしながら,ディベー

トをする。

[学習内容]

エネルギー問題に関する説明文を読んで,

概要を理解し,自 分の考えや意見を述べ

る。

人物の経歴を聞いて,概要

を理解することができる。

国をこえて助け合う大切さを

知り,自 分に何ができるの

かを考える。

架空の状況について説明し

たり,感想や意見を述べた

りすることができる。

相手の意見を受けて自分の

主張を述べることができる。

仮定法を用いた文の形・意

味・用法を復習し,理解を確

かめる。

スピーチを聞いて,話の概

要を理解することができる。

主張とその理由を明確にし

ながら,ディベートをするこ

とができる。

エネルギー問題に関する説

明文を読んで,概要を理解

し,自 分の考えや意見を述

べることができる。
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メッセージの要点を自分の言葉で伝えること

ができるように,テーマとエピソードを整理し,

生き方について書かれたスピーチ原稿の要

点を提えようとしている。

楽しく英語を学び続けるために,自 分に合つ

た英語の学習方法を見つけ,実際に取り組も

うとしている。

メッセージの要点を自分の言葉で伝えること

ができるように,テーマとエピソードを整理し,

生き方について書かれたスピーチ原稿の要

点を捉えている。

[知識]メッセージを伝える文章の構成を理解

している。

[技能]メッセージを伝える文章の構成の理解

をもとに,生き方について書かれたスピーチ

の原稿を読み取る技能を身につけている。

[学習内容]

スピーチの原稿を読んで,内容の要点を理

解し,自分の言葉で伝える。

[学習内容]

英語の学習方法

スピーチの原稿を読んで,

内容の要点を理解し,自 分

の言葉で伝えることができ

る。

自分に合つた英語の学習方

法を見つけて,楽しく英語を

学び続けるきつかけを作る。
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